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令和５年第７回定例会

（令和５年１２月１１日）

（開会 午前１０時００分）

○中本正廣議長

皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しておりますのでこれか

ら本日の会議を開きます。本日の議事日程はあらかじめお手元に配付したとおりです。

────────────・────・────────────

日程第１．一般質問

○中本正廣議長  

日程第1、一般質問を行います。今期定例会において、お手元に配付した一般質問通告表のとおり、7

人の議員から質問の通告がありますので、順次発言を許します。

（「議長、1番、角田」の声あり）

はい、1番、角田伸一議員。

〇角田伸一議員

おはようございます。議席番号1番の角田でございます。今朝は雲の多い空模様でございます。昨日

まで、汗ばむような暖かい日もあり、12月とは思えない天候でございました。本年も残すところ今日を

含めて、21日となりました。例年のことではありますが、執行部におかれましては、通常の事務事業に

加え、次年度の予算編成など、多忙を極める時期であると認識をしております。町長はじめ、職員皆様

の日夜を問わぬ献身的な行政運営に敬意を表し、早速ではございますが、通告をしております一般質問

をさせていただきます。一問一答方式で行います。まず最初に、まちづくりに係る長期総合計画につい

てお聞きをいたします。9月定例町議会におきまして、町長は、任期満了に伴う来年春の町長選挙に出

馬する意向を示されたところでございます。安芸太田町第2次長期総合計画に基づいて、まちづくりを

推し進め、今の安芸太田町があるところでございます。広島県水道事業広域連携については、加入せず、

町単独で水道事業を継続する。風力発電建設計画に対して、安芸太田町は、土地を貸さないという大き

な決断もありました。道の駅につきましては、令和9年度の供用開始に向け、再整備が進められている

ところであり、早期の完成が待たれるところでございます。加計スマートＩＣのフルインター化が進め

られており、利便性の向上、災害時の交通確保等による生活環境の改善が期待をされているところでご

ざいます。また、太田川上流域に、太田川総合開発事業として、新規にダムの建設計画が浮上し、これ

からダムの位置が確定をし、集落の移転やダム周辺の機能回復構想について検討がされていくものと思

います。太田川総合開発事業は、国の事業でございますが、安芸太田町として、この大きな事業に、ど

のように向き合っていくのか。また、新たな視点でのまちづくりも重要になってきているところでござ

います。現在の第2次長期総合計画が作成された時点では、想像すらできなかった安芸太田町の現状に

あると思います。安芸太田町のまちづくりの羅針盤となる長期総合計画も、計画期間が残り少なくなっ

てきました。ここで、次期長期総合計画の策定についての質問になります。次期長期総合計画策定方法、

策定作業の時期について答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、本日もご審議どうぞよろしくお願いいたします。それでは角田議員よりのご質問にお答えをし

たいと思っております。長計の策定方法、それから策定作業の時期についてということでございました。

策定方法については、安芸太田町長期総合計画審議会条例の規定に基づきまして、長期的な視点に立っ

た、本町目指すまちの将来像、まちづくりの基本的な方向性について、審議会に諮問をさせていただき

まして、審議会からの意見を受けた上で策定をしたいというふうに思っております。また時期について

はですね、第1回目の審議会は、年内に開催することとしておりまして、まず前回の長期総合計画策定

時にも実施されておりますけれども、町の現状、将来に対する町民の思いをアンケート形式で聴取をさ

せていただき、検討の材料として用意したいというふうに考えているところでございます。その上で、

本格的な議論についてはですね、町長選挙後と考えておりますが、新たな町長のもとで進めることとさ

せていただくこととしまして、最終的には、計画の終了に合わせてですね、令和7年3月までに策定を完

了してはどうかというふうに考えているところでございます。以上でございます。
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〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

計画の策定に当たっては、審議会の意見を聞き、令和6年度中に策定されるということでございまし

た。策定に当たって、どのような点に、留意をして策定作業に着手されようとしておられるのか、答弁

を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、策定についての留意する点ということでございます。様々な観点があろうと思いますし、また

この4年間の、失礼しました、この現行の長期計画の評価などについてもですね当然、留意すべき点が

あろうかと思っておりますが、私個人としては、この4年間、首長として仕事をする中でですね、この

長計の扱い、あるいは整合性については、私なりに悩むところが実はございまして、その一つは、長計

というのがまさに、多くの町民の皆さんも関与されながら、長期的な視点から、本町のまちづくりの方

向性について、定められたものということは重々承知してるつもりではありますが、私自身も実は、選

挙に際しては、公約を示させていただいて、それを町民の皆さん認めていただいたという経緯がござい

ます。その長計と、それから、私なりにまとめた公約との整合性をどうつけていくかというのは私なり

に、実は悩む点がございました。もう一つは、冒頭、これは角田議員のほうからもご指摘ありました。

長計策定のときには、思いもよらなかったような事態がやっぱりあったということで一つは、コロナの

問題でございます。コロナウイルス感染症という、想定できなかった事態が発生して、これは長計の中

でも様々な計画がまとめられてたわけでございますが、それがやはり計画どおりに進められない事態が

発生したということもあり、また、太田川総合開発事業のようなですね、これまた、計画を策定する際

には、想定できなかったような、そういう、これは本当に大きなまちづくりに影響を与える事態だった

と思いますが、そういう、事業が発生するという意味で、計画にない事業も新たに取り組まなければな

らなかったということがあったと思っております。そういった経緯を踏まえて、これから新たな長期計

画を作るわけでございますが、長計そのものはやはりですね、簡単には変えられないし、また変えるべ

きではないということを考えると、長期総合計画には、目指す町の将来像やまちづくりの基本方針とい

った大目標を、置くということがやっぱり大きな役割であると思っておりまして、その目標を踏まえて、

個別に取り組むべき計画というのはですね、できれば、今考えておりますのが、毎年の予算編成に委ね

させていただくとか、そういう役割分担というか、長計の示すべき範囲と、個別に、あるいは、毎年毎

年の対応で考えるべき点というのは、整理して作るべきではないかなということを私としては、感じて

いるところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

続けてお聞きをいたします。長期総合計画に、住民の意見を反映させることが必要と考えます。町長

は、はしもトークや教育懇話会、各種施策、道の駅の整備や、筒賀拠点整備計画等のことでございます

が、そういうような意見交換会において、多くの住民の声を聞いておられると思いますが、その声をど

のように反映されるのか、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、ご指摘のようにですね、私自身も、各個別の施策における意見交換会ですとか、地域へ出向か

せていただく、地域懇談会はしもトークといったところで、私なりに、町民の皆さんの個別の意見を、

声をお聞かせいただいたつもりではございます。そういったご意見をですね、当然、新たな長期総合計

画策定に当たってはですね、アンケートをとらせていただくという話はさせていただきましたが、そう

いった個別の、あるいは普段からお聞きしてる声というのはやっぱり大事にしていきたいというふうに

思っているところでございまして、加えて、各施策別にでもですね、それぞれの施策ごとに様々な基本

計画というのはやっぱり作らせていただいてるものですから、個別的なお話というのは、そちらの議論

を尊重をさせていただくこととして、この新たに作る長期総合計画の策定の議論というのはできる限り、

まちづくりの基本的な方向性を議論するような形で、時間を使わせていただきたいなと思っているとこ
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ろでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

はい、住民の声は尊重するとの答弁であったと思います。次期長期総合計画を構成するに当たって、

特に、考慮する点について、お考えを伺います。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続いて長計の中で考慮する点ということでございました。もちろん内容についてですねしっか

り考えていかなければならないとは思っておりますが、それはこれからの議論ということにさせていた

だいて、私が今ちょっと気にしているのは、先ほどもお話をさせていただきました構成といいますかで

すね、長計でどこまで記述させていただくかということでございまして、改めて、現行の長期計画とい

うのは網羅的に、様々な点について触れていただいてるということと、もう一つは各個別の施策につい

てもですね、かなり細かくＫＰＩも含めて設定をさせていただいておりますが、それが先ほど申し上げ

たように、策定当時に想定していない事態が生じたときに、そのＫＰＩが守られていないことをどう評

価するかというのは、本当に悩むところでございました。致し方ない部分があると思いながらもですね、

やはり評価という点では難しい部分がありましたので、今回考えておりますのは、計画の中身としては、

基本方針、それから重点施策、さらには重点事業計画、3階層ぐらいに、まず考えておりまして、基本

方針というのはですね概ね20年後を展望したときの本町が目指す姿、目標を掲げさせていただくと。そ

の上で、重点施策というのは、町長の任期に合わせて、4年間で力を入れたいと考えている分野や施策、

さらには大まかな目標を示すこととし、その重点施策の中での重点事業計画というのは、これは施策評

価と連動する具体的な事業計画でございますけれども、こちらは毎年の予算編成のほうに委ねさせてい

ただければなという、そういった構成にさせていただきたいなということが、一つでございます。その

上で具体的な内容についてはですね、これからの検討とさせていただくこととしますけれども、これま

での施策の中で、見直すものや、拡充するもの、取りやめるものなどは、今後の計画の策定段階の中で、

整理をさせていただきたいと思っております。最後に、その上でですね、そうは言っても、中身につい

て少しだけ触れさせていただくと、新たな長計について、私自身としてはですね、これまで取り組んで

きたことの積み重ね、それを大事にしていきたい。あるいはその延長線上で考えているところでござい

まして、そういった意味では、例えば、自然を活かした、魅力ある産業の育成ですとか、水を活かした

まちづくり、というキーワード。さらには、自然を活かした教育環境ですとか、健康づくりを通じたま

ちづくり、さらには、脱炭素社会、地域循環社会、そういったキーワードというのが重要になってくる

のではないかなと考えているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

長期総合計画の構成について答弁をいただきました。基本方針、重点施策、重点事業計画の位置づけ、

加えて、主要事業となるであろう事業を具体的に示されました。安芸太田町の現状、地域特性を踏まえ、

夢と希望の持てる長期総合計画になれば幸いだと思っております。次の質問項目に移ります。予算編成

について。令和4年度も8か月が経過したことになります。今年度事業の執行期間はあと4か月でござい

ます。残る事業が年度内に完了することを願っているところでございます。橋本町長にとりましては、

4度目の予算編成となります。次年度予算の編成に当たって、予算編成基本方針が示されていることと

思います。そこで、次年度予算編成基本方針、及び主要事業について答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続きまして、次年度の予算編成の方針等についてのご質問をいただいております。例年どおり、

次年度の予算編成の基本方針については、11月末に、庁内にこのような形で示させていただいていると

ころでございます。内容的には従前からお話をさせていただいております。厳しい財政状況の中ですね、

コロナの関係あるいは物価高騰など、生活をめぐる環境変化をとらえて、それに的確に対応するという

こと。また、財政状況厳しい中ですね、事業の選択と集中、あるいはエビデンスに基づく効果的な政策
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形成といったものはまずは、示させていただいてるとこでございます。その上で、重点的な方針ですね、

についてもあわせてお示しをさせていただいておりますが、少しちょっとご説明させていただきたいん

ですが、この4年間、私なりに振り返らせていただきまして、とにかく最優先課題というのを人口減少

に歯止めをかけるということを掲げさせていただいて、それに対して、できることは何でもとにかくす

るんだという思いで、私なりに取り組みをさせていただきました。ただこれからはですね、そういった、

とにかく人口減少に歯止めをかけるということで、取り組んできた積み重ねが、私なりにできてきてる

のではないかなと思っておりますので、これからは、それを活かして、そういった意味では私のことで

ございますので、自然をキーワードにですね、改めて、過疎を克服する町ということを掲げさせていた

だいて、これまでの積み重ねをもとに、計画的、体系的に取り組んでいきたいなと。そういった意味で

は、一段上のステージを、次年度目指していきたいなというふうに思っているところでございます。具

体的には四つ、重点分野、重点方針、挙げさせていただいております。一つ目がですね、町政4年間の

取り組みを振り返った上で、これまでの取り組みをさらに進化させていくと。引き続き、人口減少対策

を最優先課題として取り組むということが一つ。二つ目が、先にご質問をいただきました、来年度は新

長期総合計画を取りまとめる大変重要な年でございます。目指すべきまちづくりを、それぞれの担当課

が思い描きながらですね、この新長期総合計画を策定することを念頭に、施策を進めていくということ

が一つ。三つ目が、これまでもですね、公民連携やデジタルトランスフォーメーションといった、行政

の様々な工夫は進めてきたつもりでありますが、そういった工夫をさらに進めていくこととともに、行

政のスリム化についても、大きな課題として、来年度以降本格的に推進していきたいということ。四つ

目が、コロナ対応ということでございます。それぞれ、そういったことを念頭にですね、まとめさせて

いただいております。詳細にまた説明が必要であればお話をさせていただきますが、全体的な方針とい

うことで言いますと、今言ったようなことが、基本方針として、挙げさせていただいたところでござい

ます。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

はい、次年度予算編成の基本方針、主要事業等についての答弁をいただきました。一般会計の当初予

算の規模について、どのように想定をされておるのか、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

はい、橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続きまして予算規模についてご質問をいただいたところでございます。先に、令和5年度の当

初予算総額は81億5,100万円で、令和4年度当初予算額と比べて5億2,000万円の増となっております。こ

れは旧ＪＲの架線橋梁の撤去ですとか、新規の大型事業の立ち上げがあったこと等が大きな要因でござ

いまして、他方、中期財政運営方針ではですね、来年度は76億円規模で、推計をさせていただいており

ました。これ全国の類似団体の財政規模の平均は70億円程度ということでございますので、それに比べ

ても高い水準になっているところでございます。前提を申し上げましたがその上で、町の将来像、将来

を見据えたですね様々なプロジェクトも並行して進めているところから、次年度も、令和5年度と同程

度の予算総額になるのではないかということを、想定はさせていただいておりますが、もろもろ、今申

し上げたことを総合的に勘案しながらですね、適切な財政規模の予算編成に努めてまいりたいと考えて

いるところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

予算の規模については、前年との比較に気配りがされているのではないかというように感じました。

重要なのは、住民の満足度の高い行政運営に資する予算であるというように思っております。次の質問

項目に移ります。森林環境税、森林環境譲与税について。森林は木材の生産のみならず、国土保全、環

境貢献等の公益性があるということで、補助金として、長期にわたって各種の森林整備を支援してきた

経緯があります。時代の流れといいますか、その森林整備に要する財源の不足が懸念され、森林環境税

創設の要望活動によって、森林環境税の創設、あわせて森林環境税を財源とした森林環境譲与税が創設

されました。国民から徴収するのが、森林環境税で、来年、令和6年から徴収が始まります。国から自

治体へ森林整備の財源と+して譲与されるのが、森林環境譲与税になり、この森林環境譲与税の譲与は、
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令和2年度から始まっており、安芸太田町にも譲与されているところでございます。ここで質問でござ

いますが、来年度から徴収されます森林環境税について、安芸太田町での徴収額をどのように想定され

ておられるのか、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

沖野税務課長。

〇沖野貴宣税務課長

お答えします。森林環境税は年額1,000円になりますが、個人住民税均等割とあわせて賦課徴収する

こととされています。本町では、約260万円を見込んでおり、県を通じて国に払い込むこととなります。

以上です。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

はい、森林環境税、本町での徴収額が約260万というふうに伺いました。一方国のほうから受ける譲

与税についてはですね、既に始まっておるわけなんですが、その当初の計画では、令和6年度が6,000万

を超える金額というように伺っておりました。そういうことを考えると、安芸太田町にとりましては、

安芸太田町の住民が納付する森林環境税を大きく上回る額の森林環境譲与税を受け取っての森林整備が

できるということになると思います。続いて、森林環境譲与税について質問します。令和2年度から、

譲与の始まっている森林環境譲与税を財源とした森林整備につきまして、広島県内の自治体の状況が明

らかにされましたが、森林環境譲与税の目的とする森林整備関連への活用が効率的に進んでいないとい

う調査結果が出ております。安芸太田町におきましても、森林環境譲与税の未使用部分については、積

立てられている状況にあり、森林環境譲与税が有効に活用されていないと感じているところでございま

す。安芸太田町として、森林環境譲与税の有効活用策について、どのように思っておられるか、答弁を

求めます。

〇中本正廣議長

菅田産業観光課長。

〇菅田裕二産業観光課長

はい、森林環境譲与税の有効活用策についてでございます。森林環境譲与税の事業メニューとしては、

森林整備、担い手育成、木材利用の促進、普及啓発などがありますが、当初は明確な使途も示されてお

らず、他の事業との重複抑制など、使途に関して制限の多い指導が県からもありました。結果本町とし

ては、令和元年度から令和4年度までに1億4,907万1,000円の交付があり、執行額は、8,071万4,000円で、

執行割合は54％の実績でございます。こうした執行割合を改善すべく、昨年度、林野庁及び総務省から

具体的な使途の紹介がありました。本町としても、事業を加速させるため、本年度は、森林環境譲与税

基金を取崩して事業の執行を行っています。具体的には、森林経営管理事業である間伐の実施、被害

木・危険木の伐倒補助、自伐林業に関する研修会の実施、小中学校の木製品整備、林務専門員の雇用な

どについて取り組んでいます。森林経営管理事業による間伐については、令和2年度以降、森林に関す

る意向調査を開始し、町へ委託を希望される森林について、現況調査により、間伐区域を特定し、業務

発注の流れとなります。昨年度から本格的に間伐を開始し、17.11haの間伐を実施したところです。本

年度は約35haの予定のうち25haを発注し、来年度は50haの間伐を計画しております。これからの事業は、

引き続き、着実に実施するほか、今後は、国県の補助事業では対応が難しい森林整備に対する補助や、

林道や森林セラピーロードの修繕についても、財源として活用を検討しています。また木材利用を促す

観点から、公共施設の木造・木質化の促進についても、森林環境譲与税の活用も考えているところです。

なお、現在、国において森林環境譲与税の配分方法の見直しが行われており、人口に応じた配分割合を

30％から20％に引下げ、かわりに人工林面積に応じた割合を50％から60％に引き上げる予定で、本町も

令和6年度交付額は、当初予定額6,277万8,000円から7,320万2,000円に増額される予定でございます。

以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

この森林環境譲与税の有効活用についてですね、全国森林組合連合会が調査した結果があります。そ

れによりますと、森林整備として、再造林や更新伐採へのかさ上げ補助、植林に係る経費の上乗せ、保

育間伐における自己負担部分を全額助成、伐採、里山地域における公共施設等に被害を及ぼす恐れのあ
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る流木の伐採、重要インフラ施設周辺の森林整備、また路網整備、搬出運搬ということでは、林道作業

道の修繕、搬出間伐で発生した林地残材を木質バイオマス発電原料として出荷する場合に、出荷奨励を

交付する。森林病害虫対策としては、森林病害虫の調査、鹿など獣害防止対策。緩衝地帯のように、除

間伐を行い、野生鳥獣の集落への侵入を防止。啓発事業としては、これは安芸太田町でも行っておりま

す林業体験の実施。木材の利用につきましては、これも安芸太田町でも行っております公共施設の木質

化等の取り組みが行われるということになっておりました。こうした取り組みは、森林所有者、地域住

民、またそれぞれの地域の状況に応じた取り組みであろうと感じております。このような取り組みを参

考に、安芸太田町としましても、地域特性に適応した森林環境譲与税を活用した森林整備のあり方につ

いて、いま一度、有効活用について検討の必要性があろうかというように思います。次の質問に移りま

す。次は、筒賀財産区の山林管理についての質問でございます。山林の所有形態は、国や県が所有する

もの、町が所有するもの、市や町が所有するもの、法人や個人が所有する山林など所有の形態も様々で、

管理責任、経営の意欲も様々でございます。このような状況で、町が積極的かつ責任を持って森林整備

に取り組むことが可能なのは、町有林であり、財産区の山林であろうと思います。その中で、筒賀財産

区は、合併前旧筒賀村の時代から、5年を1期とした計画を策定し、計画的な森林整備に努め、合併後は

筒賀財産区として安芸太田町に引継ぎ、現在に至っております。筒賀財産区の山林は広大です。総面積

2,609ha、このうち約226haの貸付地がありますので、残る2,383haの山林を、直接管理していることに

なっております。森林の現状、林道作業道の現状、これを把握するだけでも大変です。また、定期的に

境界の確認を行っていたときもありましたが、現在はどのような方法で、山林の現状把握をされておら

れるか。また、財産区山林の管理体制を含めて答弁を求めます。

〇中本正廣議長

はい、山本筒賀支所長。

〇山本博子筒賀支所長

失礼いたします。筒賀財産区の山林の現状把握、町の管理体制についてお答えさせていただきます。

山林の現状把握につきましては、区全域を定期的に現地踏査するのが確実な方法ですが、現状では、施

業予定箇所のみの確認で終わっております。施業箇所については、施業前・中間・検査の段階で現地確

認を実施しております。また、筒賀地域の林道については、22路線あり、全路線を定期的に遵守するこ

とはできておりませんが、大雨後の災害調査、または異常があるとの通報があれば、現地確認をしてい

る状況です。続いて、町の管理体制につきましては、町事務組織規則により、筒賀財産区に関すること

は、筒賀支所の業務とされております。現状、限られた人員で林務経験のない職員が従事しており、管

理体制としては大変厳しい状況にありますが、本庁担当課などとの連携により、精いっぱい取り組んで

いるところです。以上でございます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、すみません、管理体制について私からも補足をさせていただきたいと思っております。管理体

制の充実に向けまして、先ほど議員からもご指摘ありました、広大な全地域をしっかり調査できている

のかどうかという、そういうご懸念があろうかと思います。やはり林務に精通した者がですね、この筒

賀の財産区の管理、あるいは筒賀支所の中にも、いることが望ましいというふうには感じておりますけ

れども、なかなか厳しい、限られた人材の中でやりくりするのが難しいということが一つ。それから、

データ管理の関係ではですね、旧筒賀村、旧筒賀村からの紙台帳等を確認する必要があるので、そうい

った取り組みをするためには、筒賀支所にやはり、今の管理体制が残っていることが重要あるいは現地

に精通しているものがやはり、対応するべきであるということを考えるとですね、支所で今のこの事務

を取り組むということが望ましい部分もあろうかというふうに思っております。改めて、限られた職員

で対応するためにどうするべきかという部分についてはですね、抜本的な管理体制の見直しも含めて、

引き続き今後の検討課題だというふうに感じております。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

はい。管理の実態、管理体制について、答弁をいただきました。適切な管理には程遠いというように

受け止めました。町長のほうから、適正な管理を行うための体制強化が必要であるとの答弁であったよ

うに思います。続けてお尋ねをします。森林整備に関係する計画として、国、都道府県、市町村、森林
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所有者が連携して策定する森林整備のための計画が定められております。政府が定めるのが、森林・林

業基本計画、農林水産大臣が定めるのが全国森林計画、都道府県知事が定めるのが地域森林計画、市町

村長が定めるのが、市町村整備計画、以上の計画に適合して、森林所有者また、森林所有者から委託を

受けた者が自発的に策定するのが森林経営計画というもので、伐採・造林、森林の保護、作業路網に関

する計画等が含まれた5年間の計画になります。筒賀財産区において継続している計画が、この森林経

営計画に当てはまるものでございます。今年度が現計画の最終年度に当たっております。次期の計画に

おける重点目標、重点課題について、いかがお考えでしょうか。答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続きまして安芸太田町筒賀財産区管理計画についてご質問いただきました。今の議員のほうか

らもご説明がいただきましたけれども、この管理計画ですね、1959年、旧筒賀村で第1次村有林経営計

画として策定をされておりまして以降、現計画の第13次まで、60年に及ぶ計画編成をされておるところ

でございますが、その中ではですね、木材の需要構造の変化に対応できる経営体系の構築、等々を柱と

する課題に取り組み、これまで、その計画が踏襲される形で、適宜変更、更新がされてきたところでご

ざいます。その上で、次期計画についてということでございますが、筒賀財産区を取り巻く環境と言い

ますのはですね、木材価格の低迷等、従来と同様の厳しい経営環境にあるというふうに認識をしている

ところでございますので、そういった意味では引き続き現計画を踏襲した、健全な森林づくりを大きな

目標とさせていただき、第2次長期総合計画の施策であります間伐材等の搬出利活用を促進し、森林資

源を良好な状態に保全する取り組みを進めるということを基本的に基本に設定をしたいというふうに考

えております。その上で重点課題としましては主に3点、考えているとこでございます。一つは、集約

的な森林管理のための路網の整備確保。また急峻な地形に応じた木材生産方法を構築し、木材の伐採、

搬出等についての生産性の向上を図ることが一つ。二つ目が、取り巻く経営環境に大きな変化はないと

しつつも、近年、地球温暖化防止などで、森林の持つ多面的機能に対する関心が高まっていることから、

森林林業体験活動を支援し、理解促進を進めるということ。三つ目が筒賀財産区の経営は、設立時から、

基金積立て運用により執行してきたところでございまして、この5年間、赤字のときもあれば黒字のと

きもあるということで、なかなか積立てが増えるという状況になかったわけでございますけれども、引

き続きですね、林業景気の状況を見ながら、適正な事業執行、基金の確保に努める必要があるというふ

うに考えているところでございます。その上で、次期計画策定の進捗状況についてはですね、支所長か

ら説明をさせていただきたいと思っております。以上でございます。

〇中本正廣議長

はい、山本筒賀支所長。

〇山本博子筒賀支所長

はい、次期計画策定の進捗状況ですが、前4年間分の切捨て間伐・搬出間伐の施業実績等のデータ整

理に時間を要している状況です。これは先ほど町長が申しましたようにＧＩＳデータと、旧筒賀村から

の紙ベースでの地図台帳での突合整理が必要なためです。データ整理後、県からの助言もいただきなが

ら、今後5年間の計画地の選定を進めてまいります。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

次期計画は、間伐を主体とした森林整備の保全を目標に、重点課題として、森林整備のあり方、啓発

事業の必要性、また財産区管理基金の運用について、答弁がございました。筒賀財産区山林の適正な管

理のあり方について、十二分に配慮され、早急に策定されれば幸いだと思います。続けてお聞きをいた

します。筒賀財産区の今年度の事業執行状況について答弁を求めます。

〇中本正廣議長

山本筒賀支所長。

〇山本博子筒賀支所長

今年度の事業執行状況についてお答えさせていただきます。今年度の事業計画は、ひろしま森づくり

事業の環境貢献林整備事業、切捨間伐30haと、林業木材産業等競争力強化事業、作業道開設1,470ｍ、

搬出間伐、7.31haを予定しておりました。ひろしま森づくり事業の30haのうち、施業箇所が猪股山20ha

を予定しておりますが、7割実施済みとの報告を受けております。残る10haの施業地は、三谷正木山で
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実施済み、こちらのほうは現地踏査済みです。なお、林業木材産業等競争力強化事業につきましては、

8月の第2回筒賀財産区管理会においても実施予定の報告をさせていただいていたところです。事業主体

から、トータル的に管理ができない旨や、作業員の確保が困難であるなどの理由を受け、着手時期を踏

まえた事業工程を再検討した結果、取りやめとなりました。来年度の施業については、確実に事業が実

施できるよう、関係機関との調整など、体制づくりに取り組んでまいります。以上でございます。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

はい、例年のことではありますが、山林作業は積雪の予想される冬期間にかからないよう、早期着工

早期完了に、努められることが賢明であると思います。未執行の事業もあるとの答弁でした。その理由

について説明がありましたが、次年度以降のこともありますから、未執行に至った原因について、再度

検証が必要であるというように感じております。次の質問項目に移ります。森林バイオマス普及促進に

ついて。昨年度より安芸太田町農林振興対策審議会において審議されてきた森林バイオマス普及促進の

取り組みにつきましては、間伐材をバイオマス発電の燃料として利用。木材の消費拡大を図り、あわせ

て森林整備の促進を図っていくというもので、今の時代に合った取り組みであるというように評価をで

きます。ただ、実現にあたっては多くのハードルがあると思っております。例えば、安芸太田町の立地

条件にマッチするバイオマス発電事業者に関すること。燃料となる森林バイオマスの安定供給を図る仕

組みの構築。木材価格、伐採計画の実効性等があろうかと思うところでございます。ここで質問です。

安芸太田町の森林バイオマス普及促進状況と今後の展望について答弁を求めます。

〇中本正廣議長

菅田産業観光課長。

〇菅田裕二産業観光課長

はい、森林バイオマス普及促進の状況と今後の展望についてでございます。本町においても、町内の

豊富な森林資源の有効活用に向けて、木質バイオマス発電の導入可能性について、検討を進めてきたと

ころ、その内容は、昨年度、安芸太田町における森林バイオマス資源のエネルギー利用計画で取りまと

めたところです。今年度から発電に意欲を持つ事業者との間で事業化に向けた協議を進めております。

事業者においては、町内で複数箇所について、中国電力に対し、接続検討の申込みをされたところ、現

状では、接続に係る費用や工事期間の設定などが、当初の想定よりも厳しい回答で、今後の取り組みに

ついて再検討されておられます。なお、チップ製造や燃料となる木材の調達については、関連業者との

連携により、運営することとして調整をされておられます。木質バイオマス発電の場合発電で500kWの

小規模であっても、6,000トンを超える大量の木材が必要です。間伐であれば120ha程度、皆伐であれば

15ha程度の面積から木材を生産する必要があることから、その推進に当たっては、計画的な伐採が必要

であり、森林経営計画や町森林整備計画に沿って、国県の補助金を活用しながら生産していく必要があ

ります。総じて、計画は、いまだ検討段階の域を出ない状況ですが、事業者も意欲を持って対応されて

いるところであり、町としても、可能な範囲で後押しをしていきたいと考えているところでございます。

以上でございます。

〇中本正廣議長

はい、角田議員。

〇角田伸一議員

森林バイオマス普及促進につきましては、木質チップを大量に消費することによって、森林整備が計

画的に推し進められることが大切であると思います。関係事業者で綿密な連携のもとに、安芸太田町と

しては、森林整備に資するメリットについて検証した上で、町に適した事業規模での事業化に向けて調

整されるべきと思うところでございます。次の質問項目に移ります。最後の質問になります。筒賀交流

の森の整備について。筒賀交流の森の森林館から奥に向けては、森林セラピーロードに認定されており

ます。岩山に挟まれた渓流沿いは、植生が豊かで緩やかな勾配の町道や歩道は、森林セラピーに貢献し

ているところでございます。広島市では、街路樹の点検や、問題のある樹木について伐採する取り組み

が進められているとの報道がありました。また三段峡内の崖崩れ等の情報を目の当たりにすると、交流

の森のことも気になりますから、周辺の樹木は大丈夫かというような思いで、龍頭峡の町道周辺を見て

回りました。何箇所か、かなりの大きさの倒木が見受けられました。渓流の中や施設の一部への倒木で、

整理された形跡のないままの状態で放置されていたと思われました。癒やしを求めてこられた人々にと

って、感じが良いものではないと思います。町として、現地の確認や抜本的な対策対応について、検討
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はされておりますか、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

菅田産業観光課長。

〇菅田裕二産業観光課長

はい、筒賀交流の森の整備についてでございます。筒賀交流の森は、オートキャンプ場や森林館を整

備し、キャンプ場を中心として川遊びなど、多くの観光客に利用いただけるほか、最近では森林セラ

ピーロードに認定されていることで、広島県産業保健総合支援センター主催の産業医研修会の会場にも

使っていただいています。今年、他県のキャンプ場での、倒木事故を踏まえ、指定管理者と施設内を合

同点検し、倒木や枝折れなどを処理したところ、直ちに利用者に危険が及ぶような樹木はありませんで

したが、龍頭峡内の奥の滝の手前で、新たな落石箇所を発見し、立入禁止の措置を講じるなど、安全対

策を行っております。また、指定管理の範囲内では、指定管理者が草刈りなど手入れをしているところ

ですが、遊歩道の対岸などに、寝返りした倒木が複数あるほか、三谷川沿いの雑木や雑草が繁茂して、

薄暗くなっているなど、観光地として景観を損ねていることは認識をしている状況でございます。こう

したことから、今後、安全対策は当然として、景観を維持するため、抜本的な対策とまではまいりませ

んが、森林環境譲与税などの活用により、美しい龍頭峡及び周辺施設の維持管理に努めたいと考えてい

るところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

武田建設課長。

〇武田雄二建設課長

はい、龍頭峡内の町道ですけど、こちら町道三谷龍頭線と申します。こちらにつきまして、維持管理

状況について説明をさせていただきます。春先におきまして側溝の清掃、路面の清掃を行っているとこ

でございます。多くの観光客の皆様に訪れていただけるよう、道路を整備しております。夏場の年1回

の除草工事に加えまして落石防護柵内の堆積土砂の撤去も実施してございます。また、町道周辺は落石

も多いため、昨年度までに測量設計を終えまして、来年度から落石防護ネットの工事を実施する予定に

してございます。また、町道横の河川内の倒木についてですが、現在のところ、河川の断面をふさぐよ

うな状況ではないことから、撤去については考えておりません。しかしながら、産業観光課と連携を図

りながら、通行に支障となる物件がございましたり、大雨の際、異常気象時、後には現地をパトロール

させていただきまして、通行される方が安全に通行できるよう、状況に応じて、維持管理の対応を行っ

てまいりたいと考えております。以上です。

〇中本正廣議長

角田議員。

〇角田伸一議員

交流の森施設の維持管理の方向性、アクセス道路の安全確保について、前向きな答弁をいただきまし

た。交流の森は、不特定多数の訪れる場所です。事故や被害を発生させない、そのためにも、こまめな

点検整備は必要であると申し添えまして、私の一般質問を終わります。

〇中本正廣議長

以上で1番、角田議員の一般質問を終わります。11時まで休憩といたします。

休憩 午前１０時５５分

再開 午前１１時００分

○中本正廣議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

（議長、3番の声あり）

3番、佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

3番議員、佐々木道則でございます。先ほど角田議員から時節の挨拶があったんです。私ちょっと時

節の挨拶というのがないんで、いきなり質問に入らせていただきたいと思うんですが、例年でしたら、

私この時期は、予算編成の方針をお聞きをさせていただいて、それをまた次回の定例会で、それをまた

上に聞かしていただくというようなここ何年かやっとったんですが、今回はですね、質問事項としてで

すね、先ほどの角田議員と多少ダブるかも分かりませんが、後期基本計画の状況・課題と、令和5年度
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戦略的重点プログラムの進捗状況、また私大変懸念しております来年度以降、企業会計に移ります水道

事業、これは下水のほうも絡んでくるとは思いますが、この3項目を通告しておりますので、順次、お

尋ねをさせていただきます。これは一問一答方式で行います。まず、1題目として、後期基本計画等の

状況・課題でございます。ついて、お伺いさせていただきます。これはまた振り返っての話になります

が、平成27年3月に、これからの新たな10年間におけるまちづくりの最上位計画となる第2次安芸太田町

長期総合計画は、基本計画、方針、7つの基本姿勢とともに策定をされ、その中身は、基本構想、基本

計画、実施計画によって作成され、基本構想は、本町が目指す将来像や、まちづくりの視点、将来像を

実現するためのまちづくりの基本方針を示すもので、計画期間は、令和20、ごめんなさい、平成27年か

ら令和6年度までの10年間、基本計画は、基本構想を実現するためのリーディング施策、まちづくり戦

略、具体的な施策、個別施策を体系的に示されたもので、計画期間を2期に分け、前期が平成27年から

令和元年度まで、後期が令和2年度から令和6年度の各5年間、実施計画は、基本計画で定めた施設体系

に基づいて、3年間の事業実施年度を明らかにし、実施する事業を具体的に示すものであります。計画

については、毎年度見直しをし、実施をし、令和元年度に前期基本計画の計画年度が終了し、人口維持

に関する取り組みを重点的に進めるリーディング施策として、施策1、定住と人材確保、育成によるま

ちづくり基盤の強化、施策2として、都市部等との商いの活性化と町内産業間連携の推進、施策3、各世

代にとっての暮らしやすさの向上、施策4、コミュニティの活力向上を重点的に推進することを進めて

いくために、後期基本計画が令和2年から令和6年の5年間計画が策定され、現在、本計画に沿って、各

事業が鋭意推進されております。そこで、小項目1題目として、後期基本計画のリーディング施策につ

いて、本年度までの取り組みに対する状況、課題について、町長はどのように考えておられるか、答弁

を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続きまして後期基本計画の状況ですとか、評価についてのご質問いただきました。新長計と現

行の長期基本計画というのは、豊かさあふれつながり広がる安芸太田を目標にされ、後期基本計画では

ご紹介いただいたように四つのリーディング施策を、柱としてですねそれぞれ目標を設定し、その目標

達成に向けて、各施策を取り組んできたところでございます。分野別の評価についてはですね後ほど副

町長から説明をさせていただければと思うんですが、総じて、これ先ほどもお話をしたとおり、コロナ

禍等の予期せぬ事態に直面をして、計画どおりに施策が展開できなかった分野もありましてですね、苦

しい、正直申し上げますと苦しい状況が続いてきたわけでございますが、その中でも、我々なりに工夫

をさせていただきながら、できることを最大限進めさせていただき、一定の成果もあらわれていると感

じているところでございます。ただし、私としてはですが、私自身1番こだわっております、人口減少

に歯止めをかけるという点についてはですねこれは後期基本計画の中でも、人口の社会減抑制は大きな

目標とされておられまして、具体的に、成果指標も、出しておられました。前期基本計画の平均値であ

るマイナス34.6をプラス24に増やすという目標があったわけでございますが、これは現時点で達成でき

ていないということで、これは大いに私としては反省をしたいと考えているところでございます。その

上で、これも皆さんご紹介いただいております計画終期はですね来年度いっぱいでございますので、ま

ずは今年度、残り4か月でありますが、何とかマイナスだったものを、ゼロにしていく社会増に転換し

ていくということが一つ。その上で、来年度以降の取り組みにもしっかりつなげたいというふうに思っ

ておりますし、またこの人口減の問題は、新長期総合計画においても大きな課題になると考えていると

ころでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

小野副町長。

〇小野直敏副町長

はい、それでは私のほうから分野別評価についてお答えさせていただきます。後期基本計画の終期は

来年度ということで、未だ期間は1年半、1年強残っているところでありますが、現時点での評価につき

まして、私のほうからお伝えさせてもらいます。定住促進と人材育成の分野につきましては、人口の維

持を、先ほど町長申し上げましたとおり、施策の1丁目1番地として取り組んできたとこでございまして、

各種補助事業、住環境の確保、整備等の施策を進める中で、利用者のニーズを勘案しながら、制度内容

を少しずつ修正し、利用促進に努めているところでございます。課題としては、移住は生活全てを包含

していることから、住環境のみならず、就労、教育・子育て支援、あるいは医療福祉等、総合的で包括



- 13 -

的な施策展開や、移住希望者に適切に欲しい情報が届くプロモーション拡充が必要であると考えており

ます。産業観光振興分野では、後期基本計画のスタートと同時に、コロナ禍に入ったことにより、特に

観光面におきましては、急ブレーキがかかったところでございます。しかし、コロナ禍のなか、密にな

らない森林等にこられた方の中には、その魅力を再認識され、そういった方が非常に多かったというこ

ともございまして、今後、観光振興に関しては、自然体験型をさらに強化することで、誘客促進につな

がるのではないかというふうに考えております。農業におきましては、認定農業者の支援策、林業分野

においては、自伐型小規模林業従事者の育成を進めており、いずれも、徐々にではございますが、成果

があらわれてきているものと考えております。一方、課題としましては、産業分野では、地域の高齢化

が進み、担い手確保育成が、観光振興分野では、自然を活かした観光を推進してくれる人材や企業が不

足していることが課題であると認識しております。健康福祉分野では、介護予防、健康づくり等の活動

が、コロナ禍により若干縮小した時期もございましたが、昨年度後半からは、コロナ前のような取り組

みが、戻りまして、大体できているのではないかというふうに考えているところでございます。引き続

き、関係機関、活動グループと連携を図りながら、高齢者を中心とした、さらなる健康づくりを推進し

てまいります。次に、コミュニティ分野でございますが、コロナ禍によって、地域で実施されていた行

事等が縮小を余儀なくされ、地域活動が大きく停滞してまいりました。今年に入ってからは、戸河内ふ

れあいまつりや五サー市、あるいはつつがふるさとまつりなど、各地でイベント、祭りが再開され、完

全ではございませんが、以前のにぎわいが戻りつつあるんじゃないかというふうに考えております。次

に、主な成果指標ＫＰＩを見てみますと、人口の社会増につきましては、先ほど町長が申しましたとお

り、後期基本計画目標が、24人の増加に対しまして、令和4年度までの実績では、平均でマイナス19.3

人と、前期基本計画の平均値、マイナス34.6人に比べれば、向上はしているものの、まだまだ道半ばで

あるという状況にございます。次に、町内観光消費額につきましては、令和6年度の目標、15億6,000万

円に対しまして、令和4年度は10億1,900万円と、こちらも計画策定時である7億9,800万円に比べれば増

加はしているものの、同様に、道半ばであるというふうに考えております。また、この地域で子育てを

したいと思う親の割合につきましては、令和6年度の目標が95％に対しまして、令和4年度の調査では

93.5％と、こちらも計画策定時におけます92.8％からは増えているものの、目標には到達しておりませ

ん。最後に、地域懇談会への参加人数でございますが、目標240人に対しまして、はしもトーク等の効

果もございまして、令和4年度では、416人に参加していただいてるとこでございます。私からは以上で

ございます。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、町長、並びに副町長より状況について、ご説明、ご答弁をいただきました。特に分野別の状況

につきましては、細部にわたりご説明をいただきまして、話をお伺いをしよる中では、やはり徐々に成

果があらわれている分野、また強化すべき分野があるように受け止めております。徐々にでもですね、

成果としてあらわれていることについては、引き続き成果が得られるように、今後も精力的に取り組ん

でいただくことと、また、先ほど来ありましたように、もう1年、計画期間が残っておりますので、引

き続き、課題解決に取り組んでいただきたいと思います。この質問を終わりまして、次に、小項目の2

題目、これは本年度のいわゆる令和5年度の事業に関するものでございますが、小項目2題目として、令

和5年度、まち・ひと・しごと創生総合戦略会議の評価について、1点お伺いします。この質問について

は先ほどの後期基本計画等の状況・課題についてと、質問内容が類似しているとこがあるかも分かりま

せんが、改めて質問をさせていただきます。平成27年から令和6年度までの10年間の長期展望に立って、

第2次安芸太田町長期総合計画を策定され、まちづくりを計画的に進めていくために、前期を平成27年

から令和元年の5年間が終了したことにより、令和2年度から令和6年度までの5年間を、後期計画と連動

し、まち・ひと・しごと創生総合戦略推進が、令和2年3月まで策定をされております。この計画の達成

評価として、安芸太田町まち・ひと・しごと創生総合戦略会議設置要綱を定め、その設置要綱第2条第3

項に、総合戦略の重要業績評価指標の検証による検証を行い、安芸太田町、まち・ひと・しごと総合戦

略会議を、令和2年度から毎年度開催をされております。また、毎年度の評価が発表されておりますが、

まち・ひと・しごと創生総合戦略会議内で出ました施策評価に関する意見のうち、代表的なものがござ

いましたら、評価意見の報告を求めます。

〇中本正廣議長

二見企画課長。



- 14 -

〇二見重幸企画課長

はい、まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議の評価の、委員さんのご意見でございます。本年度

は、令和5年8月22日に、令和4年度の総合戦略の評価をしていただきました。その会議におきましては、

加計高等学校の魅力化支援の取り組みや、地域通貨moricaの取り組みなどについて、評価をいただいた

ところでございます。一方で、さらに強化すべき取り組みとしては、移住定住促進の取り組み、それか

ら認定農業者の育成支援の取り組みなどにつきまして、施策のアイデアを含めたご意見を、いただいて

おるところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

はい、佐々木議員。

〇佐々木道則議員

はい、ただいまの評価についての主な意見ということでお伺いをさせていただきましたが、答弁の中

にありましたように、加計高校の魅力化支援、これはかなり成果が出ていると、私も感じているとこで

ございますし、morica、moricaにつきましても、私の周りの方にお聞きをしても、かなり便利に使える

というようなことで、成果があらわれていると。事業については、今後においても引き続き、取り組ん

でいただきまして、強化すべき取り組みでは、会議内で出ましたけども、全部100％お聞きしてないん

であれなんですが、内容をですね、十分に取り組んでいただきまして、今後の施策いわゆる令和6年度

の予算も含めてですね、施策に反映をさせていただきたいと思います。続きまして2題目としてですね、

先ほど今の、あれとダブるんですが、総合戦略会議の評価を、今後の事業にどのように活用されようと

しているのか。そのための評価だと私は思うんですが、その評価について、今後以降、本年以降ですね、

どのように、活用されていこうとしとるのか、改めて伺います。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、委員のご意見を受けまして、今後の施策展開についてでございますが、まち・ひと・しごと創

生総合戦略推進会議の委員につきましては、地域の産業経済活動に関わられている方、それから教育、

人材育成活動に関わられておられる方等に参画をしていただいております。参加委員のご意見はまさに

現場の声であるというふうに考えておるところでございます。いただいたご意見を参考にして、すぐに

改善できる部分は、施策展開途中であっても改善し、また、翌年度の事業計画や事業実施に反映できる

ものは、予算編成過程において改善、議論してまいりたいと考えております。以上です。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、またいただいたんですが、ですね、長期総合計画及びまち・ひと・しごと総合戦略のPTC評価

により施策の成果、継承、または重要事業評価指数、これはKPIでございますが、施設ごとの進捗状況

を検証するための、設定する指標についても詳しく検証をされていると思います。その、まち・ひと・

しごと創生総合戦略会議の評価フロー図を見てみますと、まず関係団体にヒアリング、そして次に各課、

内部評価の実施、町の評価ワーキングチーム、各課内内部評価の再評価の実施、先ほどの外部によりま

す評価委員会による施策評価の後、最後に町長、副町長で評価されるように、フローにはなっておりま

す。先ほどご説明ございましたが、出されました評価を、この令和5年度もう残りが3か月程度でござい

ますが、以降、この評価をですね、どのように活用しようとされておるのか、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

小野副町長。

〇小野直敏副町長

はい、まち・ひと・しごとの委員会における評価の活用方法についてでございますが、11月以降です

ね、主要事業につきましては、町長以下で、今年度のヒアリングをしております。そのヒアリングの意

見の中で、今のような意見をいただきまして、来年度予算編成するという形で進めておりまして、そう

いった形で1年ごとのPDCAを回しながら、その年の意見も踏まえて、来年度やっていくという形で今進

めてるとこでございます。以上です。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員
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はい、ただいま答弁ございましたように、改善できることについては改善をしていただきまして、6

年度の予算編成に、活かされるとのご答弁のように受け取りましたが、ぜひ、現在編成中でございまし

ょう平成6年度の新年度予算に反映をさせていただいてですね、計画、先ほどの計画期間は残り1年でご

ざいますので、計画数値にKPI数値でございますが、近づくように、ぜひ鋭意取り組んでいただきたい

と思います。小項目3項目めでですね、挙げております、第2次安芸太田町長期総合計画最終年度以降の

計画についてでございますが、この質問に関しましては先ほど、角田議員より質問がありましたので、

先般、また、先般、第三次長期総合計画の策定に関する説明が全員協議会でありましたので、重複した

内容となると思いますが、その方向性について、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

失礼しました。はい、長期総合計画、次期長期総合計画についてのお話でございました。大変失礼し

ました。ご指摘いただいたように先ほど角田議員の答弁でもお話をさせていただきましたが、長期的な

観点からのですね、まちづくりの大まかな方向性や目標を、定めるものというふうに考えておりまして、

現行の長期計画のような、各個別の施策を変えていくあるいは、それについて細かなKPI等を設定する

というのは今回あまりなじまないのではないかなというふうに考えているところでございます。改めて、

議論の中でですね、長計の役割とその範囲についてはきちんと整理をしながら、議論をしていきたいと

いうふうに思っているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

はい、佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、町長より方向性についてご答弁いただいたんですが、内容につきましては、今ありましたよう

に、今回の次年度以降の計画については、KPI等は長期計画に盛り込まずに、柔軟に対応して作成をす

るというようなお考えだと思います。そこで再質問をさせていただきますが、先月配付されました安芸

太田町総合ビジョン、仮称でございますが、この策定についての中で、先ほど言いましたような、従来

のような、個別具体的な事業を盛り込んだ総合計画ではなく、まちづくりの基本的な方向を示す総合ビ

ジョンこれ仮称でございますが、するとされ、その中で、基本方針として、おおむね20年後の安芸太田

町、本町をですね、展望し、長期的な視点に立った本町が、目指す将来像を基本方針に考えておられる

ようですが、ここで町長が考えておられる、20年後のビジョン、これも夢ととったほうがいいんでしょ

うか。この将来像はですね、どのように考えておられるのか。あと20年いうことになりますと私も、も

う、言い方悪いですがこの世におるかどうかちょっと分かりませんが、町長の夢、20年先の夢をどのよ

うに考えておられるのか、ご答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、再質問いただきました。その前に一つ、KPIの設定について触れていただきました。大きな目

標という意味では、そういった数値目標もやっぱり入れる部分もあるんだろうとは思っております。た

だ個別計画については、より低い段階のもの、例えば重点施策という話をしましたが、それはできれば

町長選挙に合わせてですね、新しい町長が重点だと思ってる分野をできるだけ盛り込めるような形にし

たいと思ってますし、それに基づいた個別の施策というのは、できれば長計の中で余り触れず、毎年毎

年の予算編成の中でフレキシブルに対応できるようなものにしていきたいと。ただ、大きなまちづくり

の目標の中にもですね、例えばこれ入るかどうか、まだ確定はできないですが、社会増減みたいなもの

はやっぱりあったほうがいいのではないかなというふうに思っております。ということだけ触れさせて

いただいた上で、夢という話をしていただきました。これは、現段階であまり、確定的なことは言えな

い、いろんな議論もさせていただく、あるいは、町民の皆さんとのお話し合いというのもやっぱりある

んだろうと思っておりますが、一つはですね、人口減少が止まってる状態というのはやっぱり目指して

いかなければならないと思っております。何度かお話をさせていただきました。この今の社会状況でご

ざいますので、人がこれから増えていくというのはなかなか難しいにしても、町が基礎自治体としての

機能をやっぱり備えながら、進めていくためには、どっかのタイミングで、増えないけど減らないとい

う状況を目指す必要があろうかと思っております。それはそれこそどの市町でもなかなかできない状態

だと思っておりますので、夢といえば夢なのかもしれませんが、この広島の安芸太田町というところで、
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それをぜひまずは、示していきたいなと。そのためにはやっぱり、出ていかれる人もおられるかもしれ

ませんが、定常的に人が入っていただける、そういう魅力のある、町になっていなければならないなと

思っておりますし、それを私としては、この自然を活かしたまちづくりの中で実現をしていきたいとい

うふうに思っております。水を活かしたまちづくりという話もしておりますが、自然の中でも特に安芸

太田町やっぱり太田川の源流域というのは一つ大きな、ほかの町にはない特徴だと思っておりまして、

それがたまたま広島市という大きな町と、この安芸太田町をつなぐ大きな要素だとも思っております。

自然を活かしたという意味でいうと、訪れた皆さんに、元気になってもらえる町、心と体の癒やし担当

というのを前から話をさせていただいておりますが、年に1度はですね、広島市内の皆さん、安芸太田

町に詣でていただいて、心も体も元気になっていただくような、そういう流れができてるような、町、

それが長じて、あるいはそれがさらに進んで、多くの皆さんが安芸太田町でぜひ生活をしていきたい、

仕事は広島市に行かれる方もおられるかもしれませんが、そういう形で定住者が増え、なかなか人が増

えるというとこまではいかないけれども、しっかり基礎的な自治体としての機能を有する町としては人

口が残っていく、そういう町になるような、目標を立てていきたいなというふうに今の段階では考えて

いるところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、20年先でございますので、安芸太田町がどの方向に向かって進んでいくのかというのをちょっ

とお伺いをさせていただきました。ご答弁の中にもありましたように町長の第1命題、人口増というこ

とでございましょうから、長期的な視点に立ってですね、また将来の等の次期ケース、いわゆる第三次

になるんですかね、計画策定で、将来のイメージがですね、描かれて、町民の皆さんが若くして、その

計画を推進していただくような、イメージが描かれるような計画を立てていただくことを期待をしてお

ります。それでは終わりまして、次に質問2題目でございます。これは先ほどまではいわゆる長計につ

いてお聞きをしましたが、この2題目は、令和5年度いわゆる予算編成方針で出されました、5年度の重

点プログラムの進捗状況についてお伺いをさせていただきます。令和5年3月、第2回安芸太田町定例会

において上程されました令和5年度予算の予算編成方針として、第2次長期総合計画の後期基本計画や第

2期総合戦略の効果的施策展開と、確かなる成果を出すために、令和4年度に設定した新たな施策、ビジ

ョンの実現については、さらなる進化、これは進む進化ですね、もう一つ深める深化を醸成するととも

に、各施策を継続的に取り組むこととし、5年度においては、これまでの取り組みのさらなる具現化を

通じて、住みやすいまちづくりを目指し、戦略的かつ重点的に取り組む分野、事業については、令和5

年度重点プログラムと名づけ、優先した予算配分を行うこととし、戦略的重点プログラムとして、1、

住み続けたい、住んでみたいまちづくりの具現化の基本的な視点として、9項目。2、まちづくりビジョ

ンのさらなる進化深化として、5項目。3、コロナ対策の継続を戦略的かつ重点的に取り組むとして、各

施策を推進されておりますが、そこで本年度も残り3か月足らずでございますが、令和5年度の各重点プ

ログラムの進捗状況について、お尋ねをします。ただ、先ほど言いました各項目とも多くの事業が列挙

してありますが、時間の関係もありますので、主な事業についての進捗状況で構いませんので、課題等

がございましたら、あわせて報告を求めます。

〇中本正廣議長

小野副町長。

〇小野直敏副町長

はい、それでは令和5年度重点プログラムの全体の進捗状況について、抜粋してお答えさせてもらい

たいと思います。まず重点プログラムの進捗状況につきましてですが、まずその前提となる、進行管理

の方法からお答えさせてもらいたいと思います。まず最初に、3月末でございますが、人事異動に係る

内示を行います。その際に、重点事業にかかる、思いや方向性につきまして、町長から担当課長等に説

明をさせていただきます。次に、私と担当課長等との面談におきまして、年度当初は、具体的な進め方

やスケジュール等を調整させていただきます。6か月後の中間面談、10月以降になりますけども、ここ

では、現状の報告を担当課長等から受けまして、必要に応じて調整を行っているところでございます。

また、先ほど申しましたとおり、11月には、町長以下で進行管理等のヒアリングを行いまして、次年度

に向けて、PDCAを回すということを進めております。なお当然、各事業のポイント、ポイントにおきま

しては、町長を含めて、随時協議を行ってるとこでございます。その上で重点プログラムの進捗状況で

ございますが、ポイントを申し上げますと、まず住み続けたい、住んでみたいまちづくりの具現化では
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ですね、定住促進空き家バンクオーナー改修制度におきまして、複数物件を選定し、1物件は完成、も

う1物件も年内を目途に完成する見込みでございます。定住促進賃貸住宅PFI事業は、現在、二つのSPC

から提案書をいただいておりまして、今年度、契約、来年度設計、整備、募集、令和7年の4月入居開始

の予定で準備を進めております。また、道の駅再整備事業につきましては、一次審査は、複数社の応募

があり、3月中旬にプレゼンテーションが実施できるように準備を進めております。次にまちづくりビ

ジョンのさらなる進化深化、ご説明ありました進む進化と深い深化でございますが、水を活かしたまち

づくりの具体化では、水道事業の経営戦略見直しを行う一方で、龍姫湖のブランド化を進めております。

次に、自然を活かした教育環境の具現化ではですね、ご存じのとおり、教育懇話会を7回実施し、現在、

たたき台につきまして、各種団体と熟議を重ねているところでございます。その他、交通事業再編事業

につきましては、効率的で効果的な交通を目指し、デマンドバスと、定額タクシーの統合を進めてまい

ります。以上でございます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

すみません、個別のお話については今副町長申し上げたとおりですが、総括的な話だけ私のほうから。

改めて、今、個別の話は説明したとおりですが、これも繰り返しお話をしています。私も就任以来ずっ

とコロナ等の対応がありましてですね、そういった意味で計画どおりになかなか物事を進められない状

況続いておりましたが、今年度はですね、一定程度、コロナも落ちついたということで、各種施策も、

成果が出てるかどうかというのは置いといて、計画的に進めることができてるのは多いなというのを感

じているところでございます。加えて3年目4年目になりまして、これまで単年度でおさまらない大型事

業というのも進めてまいりました。今ご紹介いただいた、ご紹介した定住促進住宅もありますし、道の

駅の再整備の事業もございます。あるいは加計スマートの問題ですとか、旧ＪＲの滝山川橋梁の撤去、

こういったものがですね、年度を通じてだんだん始めさせていただいてから時がたちまして、軌道に乗

ってきているなというふうに感じているところでございます。そういった、順調に進んでいるというも

のもある反面、これは先ほどからお話をしております最大の目標であります、人口減少に歯止めをかけ

るという点についてはですね、残念ながら目標達成できてないということでございます。引き続き、こ

れも頑張っていきたいということがあるのと、今年度の事業で進行状況気になってる事業としてはです

ね、いこいの村ひろしまのPFI事業が一つ。それからもう一つが、筒賀の拠点施設の整備、これらは特

にですね関係者と調整を要する事業でございますので、思うようなタイミングで進めていないというと

ころございますが、引き続き、こういった事業についてもですね、積極的な情報収集、情報提供や丁寧

な説明などを通じて、またあるいは、必要に応じて軌道修正なども行いながらですね、当初予定した事

業成果が獲得できるように、取組を進めていきたいと考えているとこでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、ただいま進捗状況についてご答弁をいただいたわけですが、答弁の中にもありましたようにや

っぱり、当初の計画どおり進んでいる事業、また進んで、がちょっと遅れている事業、があるように、

ご答弁と受け止めておりますが、この残されました、5年度、あと3か月足らずでございますが、これは

町長はじめ職員の皆さんはですね、先ほどの答弁もありましたように、当初、平成、ごめんなさい、当

初、計画に予定されていた事業成果がですね、得られるよう、残り期間を取り組んで進めていただきた

いと思います。答弁いただいた中にですね、重点プログラムになるかどうか分かりませんが、私は雇用、

もしくは町に大きく寄与すると思われます、気になっております、特定地域づくり協同組合について、

現在の状況についての説明がなかったように思いますので、もしこの時点で分かれば、説明をお願いを

いたします。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、特定地域づくり協同組合の取り組みでございますが、今年4月27日に、協同組合の認定を受け

まして、以降、発足当時は7事業所だった、組合員ですが現在9事業所が組合員として構成をしておりま

す。なお現在、3名の派遣スタッフを採用し、各事業所へ派遣しているところでございます。1月からは

もう1人、増員で4名の派遣スタッフを採用すること、1名増で、合計4名を採用することとしております。
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4名いずれも、町外からの転入者でございまして、各事業所で就労を続けておるところでございます。

以上です。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、かなり順調というのがいい方かどうか分かりませんが、ただいまの説明では、人数も、雇用も

進んでいるようにお聞きしますが、1点この、いわゆる職員の募集というのは、どういう方法で、これ

ちょっと11月30日ですか、産業課から出ております町の無償の求人情報にも求人情報で載っております

が、これはいわゆるハローワーク等にも出されて、いわゆる県内を含めて、県内全国を含めての応募と

して取り組んでおられるのか。もう1点、ご答弁をお願いします。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、ハローワークによる募集とそれから町の求人情報での募集を行っております。なお当初目標、

派遣スタッフ5名としておりましたので少し足りてないところがあるんですけども今後も引き続き雇用

に努めてまいりたいと考えております。以上です。

〇中本正廣議長

はい、佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、ぜひ先ほど言われました、私は大変事業的にも成果がある事業だと思いますんで、ぜひ人数、

雇用の確保に、努めていただきたいと思います。最後、3点目になりますが、水道事業、これ水道事業

ということで今回取上げておりますが、下水道もかんでくると思いますが、質問をさせていただきたい

と思います。いわゆる町の水道事業はですね、ついてですが、令和5年度、4月に旧5町により設立され

た広島県水道企業団への参加を見送り、単独で簡易水道事業として運営を現在されております。現在の

水道事業運営においては、施設の更新費用、配水管の老朽化対策、給水人口減による給水収益の減、ま

た、人員体制等多くの課題が山積みとなっております。特に、老朽化については、広島県内23市町の中

で、敷設後40年以上で老朽管の割合が2割を超えた市町は13あり、その中で、安芸太田町は48.1％で

ワーストワン、これは21年度末の時点となるというのが、先般新聞報道であったように思います。給水

人口は、令和4年度から令和、目標とした、これ令和24年ですね、ごめんなさい、目標年度とした安芸

太田町水道事業ビジョン策定業務報告によりますと、給水人口は、令和2年度は4,334人、令和24年の見

込みが2,410人に減少すると、見込みが報告をされております。今後、水需要の減少による、給水収入

の減による大きな財政問題、施設の老朽化、人員体制においても、現在の体制で運営が続けられるかど

うか、大きな懸念材料でございます。そこで、小項目1として、現在、水道事業、先ほど私が申しまし

たが、抱えてる課題について、町長のお考えがございましたら、見解を伺います。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続いて水道事業、これ上下水道合わせてというお話でございました。ご指摘をいただきました。

まず課題についての私の考えということでございます。課題も幾つかございます。私なりに4点ほど、

課題として整理をさせていただいてるとこでございまして、一つは、もう今、議員ご指摘のとおりの財

政の問題ですね。管路の更新の話をいただきましたが、もともと本町の水道事業、上下水道合わせてで

すが、皆様からお預かりしている料金徴収だけではですね、1軒の半分しか賄えていないというのが大

きな事実がございます。さらにこれに加えて、今ご指摘いただいた老朽化に伴う施設や管路の更新費用

がますます増大していくという大きな問題でありまして総じてこの財政状況をどう変えていくか、どう

担っていくかということは大変大きな課題でございます。そのためには、必要経費の見直しや、水道ネ

ットワークそのものの見直しといったことも、これから改めて取り組んでいく必要がありますが、同時

に、水道料金の値上げというのはやはり避けて通れない課題だというふうに思っております。できるだ

け早い段階で、この点については、皆様にも、町民の皆様にも案をお示しをしていきたいなと思ってお

ります。それ以外にも幾つか本町ならではの課題というのがございまして、一つは安全でおいしい水の

供給というのがやっぱりあると思っております。本町は幸いなことに太田川の源流域に存在をしていて、

大きな設備をつくらなくても、おいしい水が利用できると、本当に恵まれた立地だというふうに思って
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おりますが、これ引き続き、こういった状況を維持していくためにはですね、あるいは下流域の皆さん

にも、安心安全な水を提供するという意味では、水質管理体制の強化、充実に加えて、水源環境の整備

や森林の保全などにも取り組む必要があるというふうに考えております。この点についてはですね、本

町のみならず、流域の市町も、ともに参加をしていただけるような、そういう取り組みが必要だと思っ

ておりますし、これは前から重ねてお話をしております。おいしい水というのが本町の財産であるとい

うことは、町民の皆さんと広くこれから共有していきたいと思っております。三つ目が危機管理や災害

対策の充実です。特に近年頻発する大雨などによる土砂災害への備えというのは、着実に実施する必要

がありまして、これ従前から取り組んでるところもございますが、引き続き充実強化に向けて取り組む

必要があると思っております。四つ目が、これは全体にかかわりますが、運営体制の構築があると思っ

ておりますので、思っておりまして、触れていただいたように本町も単独経営を選択をさせていただき

ました。その単独経営でも引き続き、この水道事業が経営できるように、体制を構築する必要がござい

まして、直近で言いますと、公営企業会計への移行というのが大きな課題でございますけれども、それ

以外にも、事務事業の見直しや、維持管理事業のアウトソーシング化、ＤＸの取り組み、様々な財政運

営基盤の強化ですとか、さらには人材育成、技術継承などを、行う必要があるというふうに思っており

ます。どれも大きな課題でございますし、一朝一夕では解決できる課題ではないと思っておりますが、

それぞれ、スパンが異なっておりますので、一つ一つ、まず財務の問題から取り組まなければならない

と思っておりますが、一つ一つ取り組んでいくと同時に、個別課題としてではなくてですね、全体を水

を活かしたまちづくり、という大きなテーマの一つの課題と、一環であるととらえて、建設課を事務局

としながらも、役場全体でこの問題には取り組んでいきたいと考えているところでございます。以上で

ございます。

〇中本正廣議長

はい、佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、町長より課題等についてのご答弁いただきましたが、内容的にも課題については大きく4点、

述べられたように思います。その中で触れられておりましたが、私もやはり財政に関するものが最大の

課題と受け止めております。先ほども言いましたように、水需要の減少による給水収入の減による財政

問題が今後大きく、この水道事業の運営に関わってくると考えております。先ほど答弁をいただいた中

でも、今後水道料金の値上げについて触れられておりましたが、私もこれは避けて通れない問題だと考

えております。ここ3年間の給水収益をみましても、これで令和2年度決算数値でございますが、8,900

万円台から令和4年度において8,600万円台に下がっております。この先、基本的に給水人口の減等によ

り、給水収益が大きく増えてくるとは思えません。そこで今回質問をしておりませんが、下水道事業に

しても、この問題は避けて通れないと考えております。経営の健全化、効率化には努めていただき、将

来にわたり安定的な事業運営に努めていただくこととして、今後、議論になってこよう料金の見直しに

ついてはまた別の場において議論をさせていただきたいと思います。次にですね、先ほど言いましたよ

うな、施設の老朽化等のお話をさせていただきましたが、いわゆる小項目2として、各水道施設の管路、

を含めた今後の更新計画について、簡単に答弁を求めます。

〇中本正廣議長

武田建設課長。

〇武田雄二建設課長

はい、各水道施設、管路の今後の更新計画について説明をさせていただきます。平成29年度に安芸太

田町簡易水道事業更新計画を策定しまして、老朽度、管路の漏水、耐震度等から、管路、施設更新の優

先順位を定めた上で、翌年、平成30年度より順次更新を進めております。その後、令和3年度に水道事

業ビジョンの策定を行いまして、隣接いたしております浄水場の統廃合、施設の再編整備を検討し、事

業計画の見直しを行っております。現在、簡易水道事業では、22の浄水場、32の配水池があります。管

路延長は、配水管、基幹管路、合わせまして、約153㎞ございます。配水池は、古いものでは、昭和30

年度に整備いたしまして、55年を経過してございます。管路では、管種により耐用年数は異なりますが、

一般的な耐用年数と言われます、40年間を経過しているものが約48.1％あります。水道事業ビジョンで

まとめました結果、今後40年間で54億円の整備費用が見込んでございます。今後の材料、労務費の上昇

を踏まえますと、さらに大きくなるものと考えております。隣接いたしております浄水場を、管路で接

続し、浄水場を統合することで、浄水場の更新費用、維持管理費用を抑制することができますが、本町

の場合、地形の関係で、谷あいに集落が点在してございますことから、他市町に比べますと、給水人口
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に対しまして、施設数が多い状況にあります。それぞれの施設規模も小さいことから、施設の再編整備

の組合せは少ない状況であります。そのため、今後の給水人口予測も踏まえまして、施設の整備の方針

を検討していく必要があると考えております。例えば、浄水場で水をつくって、管路を通じて給水する

方法から、各戸での井戸による給水への切替えや、厚生労働省が示されております、多様な給水方法の

検討もその一つになるのではないかと考えております。以上です。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、建設課長より、今後の方針についてお尋ねしました。引き続き、答弁がありましたように、計

画的な施設整備に取り組んでいただきたいと思います。申し訳ございません。時間が迫ってまいりまし

たんで、次に考えております地域水道の今後協力体制については、次回の議会で質問をさせていただき

ますので、しっかり答弁を考えておいてください。ちょっと先ほど当初言いましたように、やはり気に

なっております企業会計への移行について、これを残りの時間を使ってですね、説明を質問をさせてい

ただきたいと思います。ご案内のように令和6年4月1日から簡易水道事業特別会計、農業集落排水事業

特別会計、特定環境保全公共下水道事業特別会計が、地方公営企業法を一部適用され、となります。そ

こで現在の企業会計移行の取組状況について答弁を求めます。

〇中本正廣議長

武田建設課長。

〇武田雄二建設課長

はい、企業会計移行への取組状況でございます。総務省の要請を受けまして、議員がおっしゃいまし

た3つの特別会計事業を、令和6年4月から、企業会計複式簿記に移行する準備を現在進めているところ

です。令和4年度より、法適用に係る協議は、建設課だけではなく、会計課、総務課などの関係を含め

て、定期的に実施してございます。関係法令につきまして、今回の10月議会におきまして、法適用の根

幹となる事項を定めました、安芸太田町簡易水道事業設置等に関する条例、及び安芸太田町下水道事業

の設置に関する条例の制定や、関係する条例の改正、改廃を上程しております。資産整備につきまして

は、土地、建物、建築物などの固定資産を整理いたしまして、単年度の減価償却費に計上することで、

より正確な料金算定の基礎としてございます。今後は、新規に導入いたします企業会計システムにより、

固定資産台帳を整理いたしまして、適正な資産管理を行ってまいります。予算計上につきましては、企

業会計の予算に合わせた科目整理を行っております。監査につきましては、監査委員さん及び会計課と

打合せを重ね、監査内容や提出書類等を確認いたしまして、適切な監査体制を整えてまいります。金融

機関との調整につきましてですが、一般会計と同様の金融機関に対しまして、企業会計の出納取扱金融

機関及び収納取扱金融機関として、現在調整を行っているところです。以上です。

〇中本正廣議長

佐々木道則委員。

〇佐々木道則議員

はい、時間がありません。私の進行状況をちょっと悪くて、時間がないんですが、改めてですね、質

問をさせていただくんですが、内容は進行については、今日いわゆる移行状況については、ただいまの

説明で了解しました。公営企業がですね、必要な住民サービスを将来にわたり安定的に提供するために

は、計画的な経営基盤の強化、及び財政状況の向上等に取り組んでいただくことが必要と考えておりま

す。公営企業会計には、一部全適は別といたしまして、今後、今までなかった貸借対照表や損益計算書

の財務諸表により、事業経営試算等は正確に把握できます。その結果をもとに、投資計画や財政計画を

立て、健全な事業計画に取り組むことができるようになろうかと思いますが、そこで町長にお尋ねしま

すが、今回の企業会計適用運用に関して、町長のお考えがございましたら、よろしくお願いをします。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、企業会計の導入について、総務省の要請を受けということでありますけれども、重要な取り組

みだというふうに思っているところでございます。かねてから財務の状況については、大変厳しい状況

になっておりますけれども、改めて今回の企業会計の導入によりましてですね、見える化をしっかり進

めさせていただく、そのことによって、必要な負担といったことも町民の皆さんによくご理解をいただ

いた上で、それに見合った料金徴収についても、ご提案させていただくという意味で、そういった意味
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では、これから取り組まなければならない、料金の改定についてはですね、必要な取り組みだというふ

うに思っております。我々前向きに、この取り組みを進めさせていただいてですね、健全な財政運営に

努めていきたいと思ってるとこでございます。以上でございます。

〇佐々木道則議員

質問は、もう二、三考えとったんですが途中で。

〇中本正廣議長

佐々木道則議員。

〇佐々木道則議員

はい、切れたようになります。はい。企業の初年度決算、これ6年度の終わりになると思いますが、

今まで費用として見ておられなかった人件費、プラス、減価償却費等のですね勘定項目が増えますので、

それを含めてですね、いわゆるこの事業に関してはかなりの欠損金が出てくるんじゃないかと私は思っ

ております。以上のことを含めてですね、質問が途中になって申し訳ないんですが、また機会がありま

したらですね、質問をさせていただいて、速やかに企業会計への移行に移れるように、お互いに取り組

んでいければと考えておりますので、本日の質問はこれにて終わります。ありがとうございました。

〇中本正廣議長

以上で佐々木道則議員の一般質問を終わります。午後1時半まで休憩といたします。

休憩   午後０時０２分

再開   午後１時３０分

○中本正廣議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

（「4番、小島」の声あり）

はい、4番小島俊二議員。

〇小島俊二議員

4番小島です。ただいまから一般質問はじめさせていただきます。先ほど3番議員が時候の挨拶をせい

とおっしゃるのでちょっと話しますが、佐々木議員とさっき話したんですが、昔以前は12月の第2土曜

日に、安芸太田病院の忘年会をしておりました、全員で。佐々木議員とよく泊まってたんですが、朝起

きるとそれが一面の銀世界で帰れなかったいうことをよく覚えております。それで、今年降らなかった

んでちょっと心配しとるんですが、先般恐羅漢の山開きもされたということで、ここ2、3年よく降っと

るんで、経営も順調だと思うんですが、今年降れば、何とか経営も順調にいくんだろうと思ってますん

で、何とか雪が降って、順調にスキー場が運営できるように祈っております。そのような状況の中で、

町内を見ると、加計の町中で、どんどんどんどん歯抜けのように、家がなくなっていきます。来月には

戸河内のレッツが閉店するという話も聞いておるとこでございまして、加計でもフレスタが人口5,000

人切ると、存続が危ないんじゃないかというような話も出てるとこでございまして、何とかスーパーを

地元に残せるように頑張っていきたいというふうに思います。今安芸太田町先ほど教育委員会に聞きま

したが、去年も13人しか子どもが生まれてないというような状態、非常に危機的な状況でございます。

それを何とか橋本町長の1丁目1番地人口増に向けて、ともに頑張っていければというふうに思っている

ところでございます。本日は公共交通と、保育所認定こども園の問題の2問の質問を行いたいというふ

うに思いますのでよろしくお願いします。まず1点目は町内の公共交通の今後の方向性について。1点目

が三段峡在来線のあり方、2点目が廃止代替バス、3点目があなたくと定額タクシー、この3つの項目に

分けて質問をさせていただこうと思いますんでよろしくお願いしたいと思います。まず1点目の三段峡

在来線の今後の方向性について質問をいたします。広島電鉄三段峡在来線の安芸太田町からの撤退と申

しますか、運行をやめるような見込みについてちょっとお伺いします。

〇中本正廣議長

はい、二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、広島電鉄在来線の運行の取りやめと言いますか、廃線と言いますかの時期等についてですが、

広島電鉄在来線が安芸太田町から撤退される時期については、運行事業者である広島電鉄から、廃線し

ますということか、その時期について明言、明確に示されたことはございません。しかし、令和4年3月

に策定されました広島市公共交通計画においては、郊外部における路線の効率化として、路線のフィー
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ダー化に取り組むことが明示されているところでございます。本町としても、そうした事態があるかも

しれないということを想定いたしまして、令和5年3月に策定しております安芸太田町公共交通計画にお

いて、広島市への円滑な便利で持続可能な移動環境の提供を目標といたしまして、三段峡在来線のフ

ィーダー化への対応に取り組むことを位置づけておるところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、この前新聞にも出ておりましたが広島電鉄は可部までのフィーダー化を図っていくというよう

なことなんですが、先般の新聞にもありましたように、可部までのフィーダー化して、可部から三段峡

間の運行について、広島電鉄のほうは運行を継続するというふうに示していますか。その辺をちょっと

お聞きします。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、三段峡在来線のフィーダー化後の対応でございますが、フィーダー化後も、現在の運行事業者

が支線を運行すると明示されたことはございません。他方、既にフィーダー化された路線においては、

ほかの運行事業者が担当している例はございます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、広島電鉄さんは、現在多くの補助金を出しとるんですが、もう少し補助金を手厚くする、そう

いった方法について、存続するというような見込みはないですか。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、現在三段峡線の在来線、それから可部線代替の2つの路線で約3,600万円の補助金をお支払いし

ているところでございます。この補助金の増額で、運行を継続していただけるものであれば、これを検

討する余地はあると考えておりますが、その場合も、ほかの交通モードとの比較を行うなど、慎重に検

討する必要があると考えております。なお、三段峡線の維持につきましては、経営的な問題もさること

ながら、むしろ乗務員の確保が課題になっているというふうに聞いているところです。特に、三段峡線

のような長距離路線では、勤務時間の制約などもありまして、乗務員の確保にかなり苦労されていると

いうふうに聞いておるところです。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、広島電鉄さんは、可部までの路線を維持はすると、可部から三段峡に向けては非常に不透明で

あるということなんですが、仮に広島電鉄さんが、可部以北を撤退された場合、現在町として、町民の

方の可部までの交通手段について何かお考えがあればお願いします。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、可部までの交通手段の確保ということでご質問いただきました。私としてはですね、町内の移

動は町が責任を持つ、町外移動については民間事業者にお願いしたいというのが基本的な方針というこ

とでこれまで取り組んでいるところでございまして、仮定の話をされました。我々としては引き続き、

広島電鉄を含めた民間事業者さんにですね、運行事業者としては、ぜひ可部までの移動手段については

お願いをしたいと考えているところでございまして、それが難しい場合には関係機関とも協議をしなが

ら、関係機関というのは、民間事業者のみならず、三段峡線の場合に広島市も該当しておりますので、

そういったところとも協議をしながら、別の民間事業体を何とか探していきたいというふうに思ってる

とこでございます。それでもなお難しい場合については、デマンド交通への転換なども含めてですね、

幅広く選択肢を考えていかなければならないと思ってるところでございます。以上です。

〇中本正廣議長
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小島議員。

〇小島俊二議員

はい、広島電鉄さんがやらん場合は町がまず町内の交通事業者を活用して、可部までの運行をという

話にもなるんでしょうが、住民の方、今非常に町長始めた定額タクシーについて非常に利便性を強く感

じておられるということでございまして、ちょっと運行方法は考えなくちゃいけないんですが、その定

額タクシーについて可部までの運行を広げるというような考えはないですか。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、定額タクシーの拡大ということでご指摘をいただきました。それも一つの方法かもしれません

が、町外との移動手段の確保というのは、町民だけではなくてですね、本町を訪れていただく観光客の

移動手段確保という意味でも必要だと思っておりまして、そういった意味で定額タクシーで果たして町

外から来られる方々まで対応できるのかどうかというところについては、正直、難しい面があろうかと

思っております。さらに言うと、あとは町の負担のことも考えますとですね、町外等に可部への定額タ

クシーの運行というのはやはり慎重に検討しなければならないと思ってるところでございます。以上で

す。

〇中本正廣議長

はい、小島議員。

〇小島俊二議員

はい、町内バス会社が3社ありますが、そのバス会社に町内から可部までの運行を委託するという方

法がありますし、以前広島市の業者第一タクシーさんとか広島市の業者さんが、安芸太田町に入っても

いいよというだいぶ以前の話ですが、そういった可能性もありますんで、何とか可部までに便利につな

げるような交通手段を、担当者と一緒に考えていただきたいというふうに思うところでございます。3

点目になりますが、広島への交通手段として、在来線と高速便がございます。高速便の便数確保につい

て広島電鉄と石見交通さんの状況について教えてください。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、高速バスについてのご質問でございます。高速バスにつきましては、広島市との地域間移動の

重要な路線であると認識しておるところでございます。町民の移動は当然でございますが、観光客の誘

致について重要な役割を果たしていると考えております。現在も、インバウンド促進等に合わせて、バ

ス利用促進につながる施策には、運行事業者とともに連携をして取り組んでおるところでございます。

高速バスにつきましても、引き続き継続して運行してもらえるように、運行事業者のほうに働きかけを

しているところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

はい、小島議員。

〇小島俊二議員

高速バスについては、運行事業者さんは、町が補助金を出し続ける限り、運行は可能というようなス

タンスでしょうか。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、先ほども申し上げましたように、やはり乗務員の確保というのが非常に課題になっておるとこ

でございまして、便数の本数の問題でありますとか、それから、運行の出発時間でありますとか、そう

いったところに、今後、あれでも見直しがなされる可能性はあるというふうなことを聞いております。

以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、従業員、運転士さんの確保については、この前も今年も、加計高校から1人運転手になるんだ

ということ広島電鉄へ受験して入った生徒がおりますが、それぞれに地元の高校生なんかもやっぱしそ
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ういった就職地としてあっせんするというようなことも重要ではないかと思います。もう1点、現在石

見交通さんには、安芸太田町から補助金は出してないですが、もし石見交通さんが撤退するといった場

合に、町から補助金というのは、県外を含んでますが、そういった制度的にはどうなんですかね。可能

なんですかね。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、石見交通さんのほうから、補助金についてのご相談等は今のところ来た経緯はございません。

ただ、生活維持路線と、それからそうでない路線との補助金の制度の役割分担等もありますので、そう

いったケースがありましたら、県国の方とよく相談して対応する必要があろうと考えております。以上

です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、在来線については可部までのフィーダー化も含めて、そこまでのつなぎを何とか町も考えてい

かなくちゃいけないですが、広島とのアクセスを考えると高速便は何としても、今の便数を維持したい

というのが私の思いでございます。そういった意味で島根県さん、割と中山間地域に理解があっていろ

んな補助金が多分たくさん出てる可能性があるんですが、広島県ちょっと手厚くないというか、そうい

った部分がありますんで、もう石見交通さんと撤退前に意見交換をするなりの手段を考える、手段は今

のところないですか。

〇中本正廣議長

はい、二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、町のほうから、運行事業者さんへの継続を働きかけるという取り組みを引き続き行っていくと

いうことで、情報交換を常に行ってまいりたいと考えます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、広島電鉄なり石見交通さんも廃線なり廃止を発表した段階ではもう遅いということでございま

すんで、ぜひそれまでに交通事業者さん等々と意見交換をして、早め早めの情報収集に努めていただき

たいというふうに思います。2点目は町内を走る廃止代替バスの方向性についてでございますが、現在

廃止代替バスは加計交通の病院線、加計高速線、三段峡交通さんの寺領線、坂原線、それと総企バスさ

んが、芸北から運行されておるというような状況でございまして、昨年度で約6,500万円の補助金が運

行事業者さんに出されとるというような状況でございますが、定額タクシーの定着に伴いまして、廃止

代替バスの廃止の方向性というか見込みについて、路線ごとにちょっといっぺんに全部いうわけにいき

ませんが路線ごとに、何となく感じでよろしいですから、ちょっとお願いをしたいと思います。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、廃止代替バスにつきましては、令和4年における乗車人数は5路線で、約1万2,600人ということ

で、10年前の平成25年に比べ半減しているものの、定時性を確保している交通モードとして、通勤・通

学では重宝されておるように感じております。公共交通計画では本格的な見直し検討は、さきに述べた

三段峡在来線のフィーダー化に合わせて実施しているところでございますが、町としては、運行曜日の

効率化等を検討したいと考えておるところでございます。なお、利用の状況でございますが、乗車人数

が、最も少ないのは、寺領線が少なくございます。その次が、加計高速線が少なくなっております。そ

れで、1人当たりの負担額と言いますか、町の支出額が1番大きいのは、加計高速線、それから、その次

が寺領線というふうになっておりまして、このあたりから見直しを図る、検討を進めないといけないと

いうふうに感じておるとこです。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員
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はい、今申しましたように寺領線が1番少ないということなんですが、また、高校生等の問題はまた

後ほど質問しますが、そういった定額タクシーが相当定着しているという状況の中で、寺領線でありま

すとか利用の少ない路線については廃止時期を明確に打ち出していくというのも一つの方法ではないか

と思います。その辺の見込みがありましたら。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、定額タクシーへの移行ということで、ご提言をいただいたというふうに受け止めさせていただ

きました。やはり合理化というのが必要だと思っておりますので、順次考えていきたいと思っておりま

す。ただやはり、ご指摘いただいたように、通勤・通学の関係で、もう毎日使わなきゃいけないという

方も中におられるわけでございますので、そこら辺は慎重に検討させていただきながら、時期について

もあわせてですね、適正なタイミングでお話をさせていただければなというふうに思っております。ま

ずは全体の見直しを、一つ一つ着実に進めさせていただければなと思っております。ありがとうござい

ます。

〇中本正廣議長

はい、小島議員。

〇小島俊二議員

はい、町内3交通事業者さんが、定額タクシーで十分採算がとれるまではいかなくても、定額タク

シーがしっかり動いて、それで収益が上がるというような方法を見いだすことが今後の定額タクシーの

存続につながってくるんではないかと思いますんで、住民の方は、今のバスより、利便性がよければ、

タクシーはまだまだ使われるというふうに思いますんで、せっかく定額タクシーを思い切って始められ

たという経緯がありますので、それを最大限活かしていただきたいというふうに思うところでございま

す。この交通施策というのは、手を打たずにほっておくと住民の方もすぐ慣れてしまって次のやっぱり

要求が出てきますんで、毎年毎年見直しが必要になってくると思いますんで、その細かなニーズを把握

されて、変更をかけていただく。住民の方にアンケートとるとかいう方法の中で、利便性を高めていっ

ていただきたいと思います。それと代替バスがもしなくなられた場合、加計高校へ通う生徒さんの、通

学手段が奪われるという可能性もあると思うんですが、加計高校へ通う生徒さんの交通手段について今

把握してる部分がありますか。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、加計高校の生徒の交通手段についてですが、現在、町内バスを利用して通学されている加計高

校生は11名おられます。来年度も、町内中学から入学者が一定程度おられるとお聞きしているところか

ら、朝方は定額タクシーも利用者が集中され、希望どおりに対応できる、できていない可能性がござい

ますので、町としては町内バスによる通学を想定をしておるところです。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、加計高校に通う生徒さんは寮から通われる方がやっぱり60名ぐらい、60名おられるということ

で、その他の方はやっぱり親なりなんかの交通手段だろうと思うんですが、町として、加計高校を存続

するためにそういったスクールバスの運行とか、そういったとこの考え方はないですか。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、町内バス、失礼しました、定額タクシーについて、町民の皆さんが好評を得ているというご指

摘をいただきました。大変ありがたいと思いながら、一つの懸念はですね、定時性といいますか、時間

どおりに運行できるかどうかというところ、やはり大きな問題でございまして、とりわけ本町において

も朝方はやはり移動車が集中されるということもあって、現時点ではなかなかその皆さん全員の希望に

はお答えできてないってのがございます。そこを解消するに当たって、今、議員ご指摘の通学の、失礼

しました、バスみたいなものを、今後は考えていかなければならないのかもしれません。実はそういう

こともあってですね、廃止代替バスも含めて、少し、特に朝晩の、集中するときに、必ずこの時間に行
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かなければならないという方々のための交通手段というのは、定額タクシーとは別に考える必要があろ

うかなと思っておりますので、今後の課題として、受け止めさせていただければなと思っております。

以上でございます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、利用の少ない廃止代替バスについては、定時制も必要ですがやはり定額タクシーへの切替えと

いうのも大胆にすべきだろうと思いますんで、その辺を将来的に検討していただきたいというふうに思

います。最後になりますが、あなたくと定額タクシーの関係についてお聞きします。定額タクシーの定

着に伴う、あなたくの今後の方向性について考えがあればお願いします。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、定額タクシーの定着に伴うあなたくの方向性についてでございます。昨年11月に、デマンド交

通あなたくと定額タクシーの融合に向けた社会実験を行いました。その際アンケートも行っておるんで

すが、80％が定額タクシーを希望されております。定額タクシーが利便性が高いと感じておられる、そ

れで、かなり定着していると認識をしております。そうしたことも踏まえ、デマンド交通あなたくと定

額タクシーとの統合を目指すこととして、本年8月の公共交通会議においても、ご了解をいただいてい

るところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

ということは、あなたくについては、時期を明確にして、廃止する方向でよろしいですか。具体的な

日程が分かりましたら。

〇中本正廣議長

はい、二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、あなたくと定額タクシーの統合の時期でございますが、令和6年4月からは、デマンド交通あな

たくと定額タクシーを統合した、新しい交通体系の運用を進めていきたいと考えております。新体系に

おきましても、様子を見ながら、問題点等がありましたら、対応していきたいというふうに考えており

ます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、定額タクシーとあなたくの統合というのは、新たな定額タクシーの方策をして、要はあなたく

は基本的には廃止するというふうに理解してよろしいですか。いいですね。はい。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、道路運行法の区分では、新体系は定額タクシーよりも、デマンド交通の区域運行の範疇で運行

を検討しております。このことによりまして、新しい交通体系の導入によりまして、現在、定額タク

シーにおいて課題となっております乗車回数のこと、あるいは相乗りが少ない状況、こういったところ

を改善する可能性があるというふうに考えておるところです。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

企画課長、ややこしい言い方をするんでちょっと分かりにくいんですが、定額タクシーの運行方法に

ついて、今は予約をしてタクシーのように乗れるということなんですが、若干制限がかかってくるとい

うふうに理解してよろしいですか。利用方法について。

〇中本正廣議長

二見企画課長。
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〇二見重幸企画課長

はい、利用方法につきましては、現在の定額タクシーの利用方法をできる限り、続けていけるような

体制を考えておるところです。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

しつこいですが、定額タクシーとあなたくの統合というのはどういう運行方法になるんですか。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、制度的なこともあるので少し、何というか、持ってまわったような言い方をしてますけれども、

基本的には二つを一緒にするということ。ただ実態としては定額タクシー、今までやっていたようなも

のがメインになると思っております。ただ一方で、特に交付金を受け取る関係で、定時性がやっぱりあ

る程度盛り込まれていないものについては、今のところ広島県においては、交付税の対象にならないと

いうこともございますので、今のあなたく事業をベースにしながら、少し先ほどの、朝方混み合う部分

もあって、定時制をうまく入れ込むことによって、国県からの交付事業も受けられるような、そういう

新しい体系をつくろうとしていることでございまして、実態的には今までの定額タクシーがベースにな

ると考えていただいてよろしいかと思っております。以上でございます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、聞こうと思ったんですが要は定額タクシーのままでは、交付税の対象にならないということな

んで、定額タクシーの運行方法をあなたくと足して割ったような運行方法を考えて、その交付税の措置

の制度をクリアしようということなんですが、バスとか交通事業について1億5,000万ぐらいの町費を使

っておりますが、私のほうで約その7割ぐらいは特別交付税で措置されておるんだろうというふうに理

解をいたしておりますが、定額タクシーが広まってきて、住民の方も満足されとるので、それを少し交

付税がために、あまり利便性を下げるんではなしに、もう少し議会も一緒なんですが、この当地域の特

殊性を国のほうに訴えて、その定額タクシー、当地域のような中山間地域においては、定額タクシーの

利便性が非常に有用であるということで、そのまま交付税措置にしてくださいというような要望もあわ

せてしていってはいかがかと思いますので、その辺は議会とも一緒になってから、国のほうへまた、県

の方の組織もありますんで、内陸協とかですね、その辺で要望しっかりあげていって、定額タクシーの

運行のまま、交付税措置が勝ち取れるように頑張っていただきたいというふうに思います。ですから今

の定額タクシーで満足されとる住民の方のためにも、あなたくとの統合によって、やっぱし今のサービ

スより下がるということがないように頑張っていただきたいというふうに思います。それはちょっと決

意があれば、課長でいいよ。

〇中本正廣議長

二見企画課長。

〇二見重幸企画課長

はい、定額タクシーとデマンド交通あなたくの統合でございますが、先ほどから話もありますように、

定額タクシーの利便性と、それからデマンド交通あなたくの財源的な優位性というのを考慮して、今回、

新しい交通体系を検討するということを進めておるところでございます。新たな交通体系になりまして

も、住民生活の利便性が損なうことなく、さらに持続可能性が高い交通体系を進めてまいりたいという

ふうに考えます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、私も昨年病気をしましてやはり、交通のことと、買物のことと、病院のことは非常に切実でご

ざいますんで、何とか高齢化するこの社会において、お年寄りの方、体の不自由な方が、移動できるよ

うな交通体系の構築に、邁進していただきたいというふうに思います。以上で第1点目の質問は終わら

させていただきます。2点目に、認定こども園、保育所の運営についてということでご質問をさせてい

ただきたいと思います。現在町内には認定こども園あさひ、認定こども園とごうち、筒賀保育所、修道
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保育所の4施設が存在いたしておりますが、各保育所、こども園における今課題と考えておるところが

ありましたら、お願いします。

〇中本正廣議長

はい、園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、ただいま町内の保育所、認定こども園の課題等についてのご質問でございました。先ほど議員

申されましたように、現在、本町の就学前の教育保育施設につきましては、全て公立でありまして、保

育所としまして修道保育所、小規模事業保育所としまして筒賀保育所、認定こども園が加計のあさひ及

びとごうちの計4施設を運営をしているところでございます。現状における課題につきましては、施設

につきましては、筒賀は新しく改修等しておりますが、修道保育所につきましては、平成3年の建設、

認定こども園とごうちは、平成14年に建設をし、以後、順次増設をしているところ、加計認定こども園

あさひにつきましては、平成21年建設で老朽化が目立つ施設もありまして、今後順次改修でありますと

か、長寿命化を図る必要がございます。また、現在、保育ニーズが多様化をしておりまして、朝早くか

ら夕方遅くまでの長時間保育、また保護者による多様な保育内容の要望、さらに国では、就労状況を問

わず、ゼロ歳児からの子育て家庭全てを対象とした「こども誰でも通園制度」の本格実施を検討をして

いるところでございます。全てのニーズに対応するには、適切な人材確保、保育士の質の向上など、多

くの課題がある一方、最近は保育士の応募も少なく、補充もままならない状況が続いているところでご

ざいます。他方、昨今の出生数を見ればですね、今後の就学前児童の大幅な減少が続くことが懸念をさ

れており、単に職員の増を図れば良いものではないというふうに考えているところでございます。以上

でございます。

〇中本正廣議長

はい、小島議員。

〇小島俊二議員

はい、人口の増を、1丁目1番地として掲げられて、子どもの教育環境の確保は1番大事なことだろう

というふうに思ってるとこでございますんで、保育所、認定こども園についても施設も含めて、今後と

もますますの充実を図っていただくようお願いするところでございます。それと次の質問ちょっと次の

末田議員との質問とダブるんですが、町長の公約で、森のようちえん、について公約書かれております

が、今の進捗状況等につきましてはまた末田議員の質問に置いとくとして、もし森のようちえんを、導

入した場合に、町長のほうは、お子さんを森のようちえんに通わせたことがあるというようなことがあ

りますんで、保育のカリキュラムとか給食とか、そういうふうなイメージで言えば、副町長さんなんか

どういうイメージを今持っておられますか。もし、森のようちえんを導入した場合に、はい。

〇中本正廣議長

小野副町長。

〇小野直敏副町長

はい、ご指名ありがとうございます。私、こっちへ引っ越してきて約3年になりますが、子どもは小

三でございます。来る前は広島市内にいたことからですね、こちらへ来て非常に野山をかけておりまし

て、冬は雪、夏は川、非常に喜んでおります。そういった意味でいう成長を見てみますと、やはり創造

的というか、いろいろ明るい面も出ておりますし、自分でいろんなことをやっていくという面も出てき

ております。そういった意味におきましては、森のようちえんというのは非常に子どもに想像力を与え

る一つになるんじゃないかというふうに考えています。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、副町長さんのお家の周りは自然が豊かで、たくさん草刈りもされておりますし、お子さんも遊

ばせれるぞということなんで、非常にいい環境だろうと思います。町長の施策として森のようちえんを

推進されておりますが、事務方の、教育次長とか教育課長におかれまして、森のようちえんの導入する

として、幼稚園だったら昼までとかやっぱ時間制限があったりするじゃないですか。保育料の問題とか、

そういったところについて今どういうふうなイメージを持っておられますか。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長
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はい、事務方の考え方としての森のようちえんの実効性というところのご質問だというふうに承って

おります。森のようちえんの実効性におきましてはですね、先ほど副町長申しましたようにいろんな状

況でいろんな効果があるというところが実証されているところでございます。実質的に、保育料等含め

てですね、本町でどういうふうに行えるかというところの検討でございますけど、現本町の保育所にお

きましては、全てが公立というところでございまして、基本的には、来ていただけるお子さんを全て受

け入れるというところを基本で行っておるところでございます。当然保護者のですね、様々なニーズが

ありますので、全てのニーズに全てお答えするというところにはいきませんので、なかなか特化したも

のというのは、難しいところがあるのではないかというところの中でですね、いろんなところで、例え

ば民間の資本が導入して例えば民間の方が手を挙げていただけるのではないかというようなところも含

めて検討を続けているとこでございます。保育料等につきましては、例えば町のほうで補助をして例え

ば本町の保育の無償化等に合わせたような対応も含めて、今後、例えば手を挙げていただける事業者が

あれば、そういうことも含めて検討を続けていけるのではないかというふうに、事務方としては考えて

いるところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、私もちょっと勉強不足のところはあるんですが、森のようちえんということになるとやっぱし、

時間制限、要は昼までで帰ってしまう、要は山やら自然で遊んで昼から、給食は自分で持ってきて、弁

当で持ってきて帰ってしまうとか、保育料はちょっと高くつくとかいうようなイメージもあるんですが、

その辺が町長が1丁目1番地で進められておる森のようちえん、就学前教育について、事務方もそういう

実現可能かどうかということを十分他市町も研究して、町長の望むというか、政策が実現できるように

頑張っていただきたいというふうに思うところでございます。保育園の状況について聞きますが今保育

士の人数が足らないで結構ここ何年か募集をしておるんですが、退職が結構でとるというような状況で、

その辺の状況分かればちょっと教えてください。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、ただいま保育士の状況というところでございます。保育所の昨今の状況につきましては、昨年

度末、令和4年度の末、5年の3月末にですね、中途で1名の正職が退職をしているというとこでございま

す。また現状ですね、本年、年度中途で、さらに1名の退職というところが、今現在の近いところでご

ざいます。それとは別にですね、今実際のところ言うと、園長、今戸河内の園長、本来で言いますと、

3月末で退職でございましたが、これについては退職の延長という形で、現在も引き続き、園長を務め

ていただいてるとこでございますが、本年度末におきましても一定程度のですね、職員の退職が見込ま

れるところでございます。職員等の募集につきましては引き続き募集を行っているところでございます

が、ここ何年かですね、応募に見合った人材の確保ができていないという状況でございます。以上でご

ざいます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

町内各保育所、認定こども園の4つについて、各園の定員といいますか定員数、それと現在の各園の

入所園児数、年齢ごとに分かれば、それでもいいですし、それと各保育所、認定こども園の職員の配置

状況等々分かればお願いします。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、各施設ごとの園児数、職員数でございます。認定こども園とごうちでございますが、これが定

員60名に対しまして、現在45名の入園、加計認定こども園あさひが60名に対しまして39名。筒賀保育所

が19名に対しまして13名。修道保育所が20名に対しまして6名と、全ての施設において現在定員が割れ

ている状況でございます。これに対する施設別の職員数でございますが、認定こども園につきましては、

正職、会計年度のフルパートを含めまして15名、加計認定こども園あさひにつきましては11名、筒賀保

育所につきましては6名、修道保育所につきましては6名の保育士が現在あたっているところでございま



- 30 -

す。現状ですね、定員を割れているような施設の状況でございますが、職員数のほうがですね、十分な

職員が配置できてないということもございまして、なかなか厳しい状況にあるというところでございま

す。以上でございます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、続きまして、今年度新規採用の保育士がおるのかどうかと、来年度の新規採用の保育士の状況

について教えてください。

〇中本正廣議長

長尾総務課長。

〇長尾航治総務課長

はい、採用のことでございますので総務課のほうから答弁させていただきます。令和5年度、4月1日、

採用の保育士、職員でございますがこれは応募がございませんでした。ゼロです。来年度4月1日採用と

いうことで、今現在、追加募集も行っているんですが、現在最初の募集で確定しておりますのが、2名

の保育士。これに関しまして、合格を通知をしているところでございます。あわせまして、現在追加募

集をさせていただいております。こちらに関しましては、1月の5日を締切りにした、募集、行っており

ます。議員の皆様もですね、ぜひ、保育士の資格を持ってらっしゃる方がいらっしゃればですね、声か

けをしていただきたいと思います。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

今年度募集に対して応募がゼロというような状況で、以前とは違って、保育士の募集についても相当

厳しいんだなということを改めて認識したところでございますが、町内にも有資格の方はたくさんいら

っしゃると思いますが、そういった町内の保育士の有資格者の潜在的なニーズっていうのは把握された

ことはありますか。

〇中本正廣議長

園田教育次長

〇園田哲也教育次長

はい、現在、町内の潜在保育士の把握というところでございます。基本的にですね細かい数字という

のは、こちらのほうで把握をしないところでございますが、ここ何年間か、会計年度任用職員も含めて

ですね、保育士の資格を持っているという方を聞きつければ、私のほうで基本的には個別でですね、何

人かいろいろとお話をさせていただいたりというところはこれまでもあるところでございます。という

ところでいいますと、ここ何年でいうと、かなり現在の潜在保育士、資格を持っておられる方のですね、

年齢層もやっぱり高齢化等に伴って、ほとんどの方がもう全て、全て60以上の方がほとんどという形で、

新たなところでですね、例えば20代30代の保育士の方が町内におられるというのは、本当に数少ないも

のだというところで細かい数字は把握しておりませんが、実態的に感じているところでございます。以

上です。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

はい、不足の時にばたばたしても、なかなか集まらないので、そういった町内のほうにアンテナをめ

ぐらして、把握しておくというのは非常に大事なことなのでよろしくお願いしたいと思います。最後の

質問になりますが、現在町内における待機児童の状況についてお伺いします。各保育所ごとでも結構で

すし、今待機児童が何人おるのかというところを教えてください。

〇中本正廣議長

はい、園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、現在、本町の待機児童のことでございますが、待機児童の状況につきましては、待機児童にカ

ウントされる入所申込みを受けた後にですね、却下通知を行うというものが実際的に、国等に報告する

待機児童のカウントでございますが、これにつきましては、加計認定こども園あさひで1件ございます。

また、それ以外にですね、年度中途に相談があった際に、状況を説明して、入所を断念された方が数件、
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これにつきましては4件から5件のところで、基本的には、加計認定こども園あさひ、認定こども園とご

うちを中心に、例えばそちらに無理な場合は筒賀保育所というようなところで、変えられますけどそこ

のところでも難しいというような状況で、断念をされた方が、年間5件弱の程度あるというところでご

ざいます。以上です。

〇中本正廣議長

はい、小島議員。

〇小島俊二議員

正式には1件だがそういった相談を受けたということを含めて、5、6人程度は、待機児童いうかお断

りしたことが発生しとるということでよろしいですか。はい。いうことで人口5,000を切る町で、子ど

もが年間13人しか生まれない町で、保育士不足ということを言われるんでしょうが、それで待機児童が、

5、6人発生するというのは、子育てを1丁目1番地にする町としては少し寂しいという状況でございます。

この待機児童の状況について、橋本町長自身はご存じでしたか。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、今次長のほうからも説明をしたように、現実に入れたいと思いながらも入れないそれが今の保

育士のほう今、受入れ態勢ができてないということでですね、お断りしてるという現状は承知しており

ます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

入れないお子さんがいるということで、町長副町長のほうから教育委員会のほうに、何か工夫はでき

ないかというような指示を出されたことはございますか。何とかならないか。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、もちろんこういった状況何とか解消できないかという話は折に触れさせていただいております。

ただ本当現場でもいろいろやりくりをしてもらいながらも、こういう状況になっているということでご

ざいますので、一つあるのは、根本的にやはり保育士が少ないという状況をまず解消しない限りはなか

なか難しいということもありましたので、これについてはですね今年に入って特に次長を中心にですね、

広島市内にも、様々かけ合いいただいて、各学校にも声をかけさせていただいて何とか、応募に応じて

ほしいという話をさせていただく、あるいは広島市のほうともですね、直接相談をさせていただいて、

広島市はどちらかというと公設公立というよりは私立の幼稚園が多いんですが、そういったところで何

とか融通できないか、あるいは、また私立であってもですね、公立の幼稚園でゆっくりと働きたいとい

う方がおられればぜひ斡旋をお願いしたいというようなそういった取り組みは、させていただいている

ところでございます。残念ながら広島市のほうから移行されるということはまだおりませんが、その働

きかけの結果が、今年の現状の2名採用につながってるんじゃないかなというふうに思ってるとこでご

ざいまして、引き続き、そういった努力はさせていただきながらですね早期におっしゃるように、この

少ない、町の中でですね待機児童がいるというのは寂しい限りでございますので、何とか解消に向けて、

引き続き頑張っていきたいなというふうに思っているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

保育所に入られない、親御さんは非常に働こうと思っても働けないという状況が発生しとるという状

況でございますんで、先ほど、期待しております森のようちえんについてもそうですが、そういった新

しい制度を導入することもいいですが、まずは、今町内に住む親御さん、お子さんが、保育所に確実に

入れるように、何とか努力をされてみてはいかがでしょう。ちょっと調べてみたんですが、現在は担任

がどういうふうについとるかは私も具体的には分からないんですが、要は、5歳児で何人おってそれに

担任がおると、それに補助をつけたりするじゃないですか。そしたらその補助をよそに回して、0歳児1

歳児を見るとか、何とかこの工夫はできるんではないかというふうに思います。その辺のローテいうか

保育士さんのローテなんていうのは、教育委員会が一緒になってから考えておるものか、それとも園長
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に任せきりなもんか、その辺どうでしょうか。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、ただいまご質問いただきました、職員の中の配置等の工夫というところでございますが、基本

的には、保育所の人数の割合に応じまして、国の最低の基準というものございます。基本的にはそれ以

上の配置を現在しているところでございまして、クラスの工夫であるとか、いうところにつきましては、

当然教育委員会のほうも、園長所長と、常に情報交換をしてまいりまして、例えば人数少ないクラスで

あれば、未満児であれば1つのクラスにしてしまう。以上児で、ふだんは1つのクラスにして、いざ例え

ば年長だけ別個のクラスを取り出して、そこの別個のクラスにすると。いうようなところにおいてはで

すね、特に、筒賀とか修道とかというのは少ない人数の中で工夫をしていただいてると。こども園のあ

さひ、とごうちにしましても、未満児については、現在、未満児のクラスを例えばゼロ1歳児2歳児まで

を1つのクラスにしているというようなところを考えながらですね、いろいろ工夫をしているところで

ございますけど、年齢に応じたやっぱり成長というものもございますので、そこで一概に全てを一緒に

するというのはなかなか難しい状況にあるというところで、今後もですね、どういうふうな体制がいい

かというのは、常に施設のほうと協力しながら、対応を図ってまいりたいと思っております。以上でご

ざいます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

定員60に対して45人とか30何人とかいう、園児数でございます。そういうとこで子育て支援センター

についている職員さんもいらっしゃるしその辺を私、工夫すれば、何とか待機児童の方が入れるんでは

ないかというふうにちょっと思ってるんでこういった質問をするんですが、今頃事故も多いですから、

担任が1人おって、もう1人補助がおるのは非常に大切なことですが、入りたくても入れない親御さん子

どもさんがおる中で、何とか工夫して、みたらどうかと思います。派遣職員がおるじゃないですか。そ

ういった派遣職員を短期的に、導入するとか、いうようなことはどんなでしょうか。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、ただいまご提言いただきましたことについてはですね、また常にいろんなところで検討してい

きたいと思います。派遣職員につきましてもですね、いろいろ雇用関係というのがございますが、当然

偽装請負とか、そういうことにならないような形でですねどういうふうに受けられるのか、いうことは、

常に検討を続けてまいりたいと思いますけど今現在派遣職員もですね多分、全国的にもなかなか人手不

足というのも聞いておりますので、そういうところも含めて、業者等も含めながらですね、意見交換を

行ってまいりたいと考えております。以上でございます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

少ないお子さんを、多くの保育士で見る手厚ければ手厚いほど、これに越したことはないと思います。

安全性の観点から。かたや5歳児、上のクラスですか、要は、国の基準でいえば30人に対して保育士が1

人の基準じゃないですか。その下も5人に1人とか、今の安芸太田町の認定こども園等々の、入所児童数

を、子どもの数を考えれば、もう少し工夫すれば、1人でも2人でも待機児童は解消できるというふうに

思ってますんで、それが来年4月には何とかなりますよと言うんじゃなしにこの1月、2月から1人でも2

人でも、その待機児童が解消できるように何とか、努力していくことは可能でしょうか。どうなんです

か。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、ただいま、すぐにというような解消の考え方でございますけど、今現状ですね、1月にできる

のかというとなかなか難しい問題はあろうかというふうに思っております。基本的に今日いただいたこ

とはすぐ、現場のほうに話を戻してですね、どういう検討ができるかということは続けてまいりたいと
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思いますが、今現状考えてるのは4月1日の時点でですね、今、待機をされてる方は全て受入れて、また

新たな受入れができるようにという4月1日は必ず、待機児童がない形で新年度をスタートしていきたい

というふうに考えているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

小島議員。

〇小島俊二議員

4月に向けての園児の募集についてはまた一からなんで、今待機になってるから優先的にその子ども

たちが入れるかどうかはまた不明だというようなことを言われたという保護者の方もいらっしゃいまし

たが、来年度2人今募集確定しておりますんで、何とか今の待機児童については入れるんだろうと思い

ますが、その事務レベルでもやっぱりこう何人に対して1人とかいう基準がありますんで、そこらを保

育所に全部任せておくんじゃなし一緒になって考えてみるとか、何とか工夫できないとかいうような努

力をしてもらいたいと思います。なかなか大変なことでしょうが、働きたくても働けない親御さんとい

うのは早くから子どもを預けるというのはやっぱり生活の面もある方々が多いですから、何とか入るよ

うに努力をしてみてもらいたいと思います。ちなみに、私の孫も廿日市におるんですが今入れずに待機

児童になっておるところでございますが、あの辺はたくさん多いんですが、とにかくこの少ない人口の

安芸太田町において、待機児童が発生するというようなことでは、定住人口を増やそうと子育て支援を

していこうという看板が泣くと思いますので、町長その辺のことを最後によろしくお願いしたいと思い

ます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、改めて議員の指摘は重く受け止めながらですね、取り組みをしていきたいと思っております。

現場のほうでもそうは言いながらも、いろんな工夫をしながら取り組んでもらってるところですし、ま

た教育委員会も一緒になって、取り組んでいるところでございます。何とか工夫によってということで

はありましたが、先の森のようちえんの導入も含めて、森のようちえん自身も、私は有益だという思い

で取り組もうと思っておりますが、現実にそれを現場で担う先生方含めてですね、これまでやってない

ことを改めてやるという意味では相当負担がやっぱりあるのではないかなと思っております。その負担

を押してとにかく早くやるというよりは、もう少し理解を広めながら進めたいという取り組みで、スタ

ンスで、進めておりますが、今の現場におられる先生方、相当な負担があるのも事実でございまして、

工夫をすることによってその先生方にさらに負担を押しつけることで解消するというところまでなかな

か、現状そこまでの判断できないというのが、教育委員会であり、我々の判断でもございます。そうい

ったところも、ご理解をいただきながら、それでも、改めて議員のご指摘ごもっともでございますので、

何とか早期に解消できるように、取り組みを進めていきたいと思っております。以上でございます。

〇中本正廣議長

はい、小島議員。

〇小島俊二議員

はい、時間もなくなりましたので、終わりにしますが、森のようちえん、町長がいいということで導

入を目指されておりますんで、少々の壁はあろうかと思いますが、自信を持って、進めていただきたい

と思いますんで、いろんなことを聞きよったらなかなかできんですから、自信を持って進めていただき

たいと思います。頑張ってください。以上です。

〇中本正廣議長

以上で4番小島俊二議員の質問を終わります。2時35分まで休憩といたします。

休憩   午後２時２８分

再開   午後２時３５分

○中本正廣議長

休憩前に引き続き、一般質問を続けます。

（「7番、影井」の声あり）

はい、7番、影井伊久美議員。

〇影井伊久美議員
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失礼します。7番、影井伊久美でございます。議長より発言のお許しをいただきましたので、通告に

従い、大枠1題、長期財政運営の考え方についてを、一問一答にて質問してまいります。冒頭、時節の

挨拶をということでございますが、あいにく準備してございませんので、質問に入らせていただきます。

前段になるのですが、先日、住民さんと町の施策や事業の内容について、立ち話をしていたところ、

「結局、安芸太田町はどこを目指しているのか。」「今使っているお金は将来どんなふうに生きてくる

の。」といったことを聞かれ、正直ちょっと返答に困ったことがありました。長期総合計画は見ておら

れるか、また知っておられるかっていう問いに対しては、見るけれども、いまいちよく分からないとい

った会話をいたしました。今回、この質問を通しまして、目指す町の方向性について、住民との共通認

識を図ることは重要であること。本町の将来像、ぼやっとしたものは理解できるのですが、住民の誰も

がイメージしやすいビジョンを持った上、その考えや目標とするものを具体化し、それに沿った事業を

集中選択していく必要があるのではないか。また、長期的な視点においての財政運営はどのようにお考

えであるかといったことを、これまで同様の趣旨の質問を再々してきてはおりますが、このたびは財政

状況と今後の財政の見通しの観点から一つずつ共有できればと考えております。では早速ではございま

すが、まず、1項目めの財政の状況についてから、順次質問してまいります。さて令和4年度決算状況は、

財政調整基金からの補填を行わず、決算されており、一見、財政の状況が好転してきているようにも思

えます。市町村の財政健全化を図る指標として、経常収支比率や実質公債比率、将来負担比率などがご

ざいますが、経常収支比率は、財政の構造の弾力性を図るものであり、令和4年度においては、97.8％

と前年度比で11ポイント上昇、悪化をいたしております。実質公債比率は、地方債などの返済の大きさ

を、標準財政規模に対する割合で示したものであり、12.1％とほぼ横ばい。将来負担比率とは、町の実

質的な負債の将来負担額をこれも標準財政規模に対する割合で示したものであり、こちらは、令和元年

度62.4％、令和2年度36.6％、令和3年度19.6％から令和4年度9.5％と着実にまた大幅に改善されており

ます。が、今後、起債の借入れや、近年の大型事業に伴う起債償還による公債費の増加により、厳しい

財政運営が今後も見込まれております。このような状況ですがまずは、現状をどのように評価されてお

るか、伺います。

〇中本正廣議長

はい、郷田総務課長補佐。

〇郷田亮総務課課長補佐

はい、財政状況ということで、現状の評価ということでご質問をいただいたと思います。財政運営と

いうことで財政担当のほうでちょっと答弁をさせていただきたいというふうに思います。本町の財政状

況につきましては、人口減等によります、地方交付税の減少でありますとか、学校統廃合はじめとする

大型公共事業を伴う大規模な公債費の増加もありまして、ここ数年は、財政調整基金からの繰入れに頼

らざるを得ない予算編成を行うなど、大変厳しい状況にあります。そういった中でございますけれども、

令和2年度以降につきましては、コロナ禍や物価高騰など社会変化における緊急対応としまして、臨時

交付金でありますとか、普通交付税の臨時経済対策費の交付等もございまして、令和4年度におきまし

ても、財政調整基金の補填を伴わない決算となりました。加えまして同基金への積み増しまで行えた結

果、基金残高につきましては、30億円を超える水準でできたことは、財政健全化を進める上ではござい

ますけれども一定の評価ができるものと認識しているところでございます。一方で、令和6年度以降に

計画しております、町の将来の課題解決に必要と判断した、道の駅周辺再整備、住宅賃貸、定住促進賃

貸住宅、加計スマートＩＣのフル化、及び、減災対策としての旧ＪＲ橋梁撤去など大型事業もございま

す。今後とも一層厳しい財政運営のもと、事業の選択と集中、特定財源の確保に加えて、より適切な起

債及び基金管理による財政運営に努めていかなければならないというふうに考えておるとこでございま

す。以上でございます。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

はい、では続いて、加えてですね、先ほどもおっしゃられました、長引いておったコロナ禍や、現在

の物価高騰、これらの影響など、このたびの補正予算案においても、公共施設における電気料金高騰対

応費が計上されておりますが、令和3年度から令和7年度の中期財政運営方針で定めた内容から、軌道修

正をしたことがあれば伺います。

〇中本正廣議長

郷田総務課長補佐。
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〇郷田亮総務課課長補佐

はい、中期財政運営方針の軌道修正といった点でご質問をいただきました。コロナ禍の影響も含めた

といったところでございますけれども、まず令和3年3月に作成しました中期財政運営方針についてです

けれども、令和3年度から7年度までの5年間の計画とさせていただいております。そちらにつきまして

は3つの目標を設定をさせていただいて、現在運営しておりますけれども、1つ目が、令和7年度時点で、

将来負担比率を10％縮減していく。2つ目が経常収支比率を令和10年度までに100％を切る水準まで持っ

ていく。3つ目が財政調整基金を10億円以上維持するといったことで目標を掲げさせていただいて、現

在、それに沿って運用しております。方針の策定時点に想定したよりも、コロナ禍の、コロナの影響等

によりまして町税や地方交付税の減少は、想定よりかは抑えられている状況。かつ、加計スマートＩＣ

フル化でございますとか、旧ＪＲ滝山川橋梁の撤去など、計画策定時に想定しておりました事業費より

も、膨らんでしまうといったこともございまして、財政規模自体につきましては増額となっております。

先ほど申しましたが、方針に掲げた3つの目標水準内でありますけれどもこれはこれ、目標内で運営で

きてる、今財政状況となっておるとこでございます。方針につきましては、残り2年間というところに

なっておりまして、引き続き、方針を堅持していきたいというふうに考えております。令和6年度以降

につきましては公共施設における個別施設の整理をすることとしております。次期方針の策定につきま

しては、この計画を踏まえて整理をしていきたいというふうに思っているとこでございます。以上です。

〇中本正廣議長

はい、影井議員。

〇影井伊久美議員

はい、ご答弁いただきました。中期財政運営方針で掲げておられる3つの目標、現時点では達成でき

ているとのことです。ではですね2項目めに移ります。今後20年、30年先、将来的に予想される課題や、

懸念事項について問います。国立社会保障人口問題データによると、2040年、本町の人口は、総数が

3,318人、年齢別に見てみると、80代が1番多く、次いで90代と予想されております。ゼロから14歳は

297人、15歳から64歳は1,119人、65歳以上は1,902人というデータが出ております。このように、人口

減少や人口構造の変化、経済の動向、国全体はもちろんですけれども、地域経済の停滞なども懸念され

るところです。また、地方税制度改革などがあれば、収入構造も変わってくる。同じように、社会保障

制度の変更などあれば、医療や年金などの社会保障にも影響が出る可能性もあります。そのほか、自然

災害や緊急事態、デジタル化の推進など、予想される課題は多岐にわたることと思います。急速に変動

する社会において、先を見通すことは容易ではございませんが、20年、30年後、将来の財政運営上での

課題や懸念事項について、どのような予測をしておられるか、伺います。

〇中本正廣議長

はい、郷田総務課課長補佐。

〇郷田亮総務課課長補佐

はい、今後の懸念事項といったところでご質問いただきました。先ほど少し答弁させていただきまし

たけども、安芸太田町の状況というところではですね、とまらない人口減少によりまして、町税の収入

の減少、また歳入全体の半分を占める地方交付税の減少が予測される中、財源の確保が困難になる一方、

これまで、またこれからもですね大型事業に伴う公債費の増加がありますので、あわせて、加えて高齢

化の進展等による社会保障費関係のですね増加という義務的経費の増加が今後も増加が見込まれている

といったような状況でございます。また人口減少の中で、今後大きな財政負担となります公共施設の維

持管理や老朽化対策を踏まえると昨年度から取り組みをさせていただいておりますけれども、公共施設

等の総合管理計画をしっかりと取りまとめをさせてもらって着実に計画を遂行することも重要に、非常

に重要な取り組みだと考えておるとこでございます。ちなみにですね懸念材料としましては令和5年予

算におきましては財政調整基金を3億程度取崩して予算編成を今現在行っている状況ではございます。

先ほどの財政調整基金残高30億といったところを考えると、このまま推移すれば、10年で財政調整基金

は枯渇するといったような状況もありますので、しっかりと財政運営については、堅持してかなきゃい

けないかなというふうに思ってるとこでございます。以上です。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

様々状況、課題を挙げていただいたわけですが、続いて、3項目めに移りまして、先ほどの質問で挙

げられた課題を踏まえてですね、今から今すぐにでも取り組むべきことの確認をしていきたいわけです
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が、先ほどいただいたご答弁で、課題については、おおむね認識を共有できたかと感じております。そ

の上でですね、とりわけ危惧しておることがですね、1つに、先ほどもおっしゃられました本町の公共

施設、社会基盤施設である道路なども含め、建物についても老朽化してきているのが現状で、維持管理

費が増大する見込みであること。もう1つが、人口減少加速する中、歳入は確実に減ってくるが、行政

サービスが減るものではないといったこと。いずれにしても、こういった課題を克服する上でですね、

将来の町のあり方、どんな町にしていくのかといったおおもとのビジョンが、現状は分かりづらいもの

となっており、住民の共有が図れていないこと。この3点については、早急に今から取り組むべきこと

と考えますので、まずこの3点について順次お尋ねいたします。まず1つ目、公共施設、主に建物の課題

として、老朽化、それに伴う設備も時代遅れになっていることや、エネルギー効率の悪さ、災害への脆

弱性、ユニバーサルデザインとなっていないということが挙げられます。また、時代の流れとともに、

需要や利用の変化もあり、効果的なサービス提供につながっていないなどの問題点もあると考えます。

そういったことを含め、将来に影響を与える要素を鑑み、本町においても、公共施設等総合管理計画を

策定しておられます。本計画は、2016年度から2035年度までの長期計画となっており、あり方について

の基本的な方向性や、40年間のトータルコスト、施設の数、公共施設等個別施設計画を考慮した将来推

計なども付されており、非常に分かりやすいものであるととらえております。しかしながらですね、も

うひと工夫することで、より施設の状況が分かりやすいものとなり、これから適正配置や、公共施設マ

ネジメントに対する理解度が深まっていくものと考えます。例えば、現在の利用状況の数値化、また、

運用効率の低下理由。また、修繕を繰り返し行っており、利用者の安全性への懸念がある施設に関して

は、写真などを用いて、修繕箇所や修繕頻度などを示す。まずは現状を知ってもらうといった取り組み

が必要ではないかと感じますが、この点についてご所見を伺います。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続いて長期財政運営の考え方ということで、縷々財政担当のほうからです主に懸念や課題につ

いて、ご説明させていただいたところでございます。全く私自身もそういう同じ認識でおりますけれど

も、ただ一つ、こういったもちろん行政のスリム化なり大変重要なんですが、もともとの1番下にある

のはですね、幾らそのスリム化なり頑張ったとしても、今のこの人口減少にやっぱりどっかで歯止めを

かけていかないと、削ったはいいけどまたさらに削らなければいけないことの繰り返しになるもんです

から、そういった意味で、元に戻りますが私もこの4年間、人口減少にとにかく歯止めをかけるという

ことで、そういう取り組みに注力をさせていただいた、あるいは、これから元気になるような道の駅の

再整備ですとか、町営住宅の整備そういったところに実は力を使ってきたということはちょっと、前提

にご説明をさせていただいた上で、その上でですね、ご指摘のような、行政のスリム化、大変重要な課

題でありまして、これから我々も本格的に本腰を入れていきたいというふうに思っております。その手

始めに、提案させていただいてるのが、これもご紹介いただきました。公共施設等総合管理計画をしっ

かりとまとめていくということ、さらにその計画、まとめたものについてしっかりと執行していくとい

うことだと思っております。その中で、現在、取り組みをしておりますのは、これも今、議員からご指

摘いただきました議員の表現では、見える化とおっしゃいましたけれども、まずは、個別の施設につい

て、どんな利用状況なのか、あるいはどういった老朽化状況なのかということを、個別の施設ごとにで

すね、調べてお示しをさせていただく。我々カルテと言っておりますけれども、それを今、一生懸命取

りまとめている、あるいは各個別の施設について調べさせていただいているところでございます。その

上でもうご紹介いただきましたが、今現在、公共施設の整理という意味では、大きな目標としては、令

和17年までに30％削減するということ、これは決めさせていただいたわけでございますので、これを具

体的に実現するための、個別施設の積み上げというのを、これから頑張っていきたいと思っております。

町民の皆様にも、ご理解いただける中で進めていくための見える化というのは改めて、大変重要なこと

だと思っておりますので、我々にしっかり準備を進めさせていただいて、今後、厳しい議論になろうか

と思いますが、進めていきたいというふうに思っているところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

はい、町長おっしゃられるように、でもですね、まずは整理するしない、置いといてですね、まずは

現状をやはりきちんと知ってもらう、住民の皆さんに知ってもらう取り組みが必要だと思います。その
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上で、もう既にですね取り組みを始められているということですので、カルテを作っておられるという

ことですので、その調査が終了した後はですね、周知方法も工夫されて、いち早く公表していかれるこ

とを期待申し上げます。はい、では、2点目のですね、これも大きな問題だと思います。歳入が減少し

ていっても、行政サービスは減っていかないということに関しまして、公と民のすみ分けを見える化し、

そしてそれらの住民共有を図っていく必要性もあると感じております。これまで人事院勧告や定員管理

計画に基づき、断続的に人件費の縮減に努めておられますが、一方で、デジタル化の推進や、それに伴

う情報セキュリティーの確保における専門性、また水道事業など、公営企業における専門技術が求めら

れるような職務内容も多くなってきております。そして専門性や技術を要する職員を育てていかねばな

りません。他方、先ほどから申し上げているとおり、少子高齢化による人材不足、多様性などの対応、

様々な工夫と、的確な人員配置や人員のバランスも重要ではないかと感じております。加えてですね、

財政的に制約がある状況下ではございますが、法改正等による定年延長、会計年度任用職員の期末手当

支給による、人件費の増加や、働き方改革による人員不足も予想されます。工夫の上、さらなる工夫を

要するのではないかと推測します。民間企業、事業者も大変な社会情勢である中、役場も大変だとは言

いにくいですが、現状を表面化し、行政の課題や、苦手な分野なども抽出して、これらも見える化して

いく必要があると考えます。そしてですね、行政が行わなければいけないこと、これと、民間に委ねる

べきこと、委ねてもいいことをすみ分けし、事業を進めることで、コスト削減、あるいはですねコスト

が同じであっても、民間に委ねることで、違った視点が入り、行政が苦手とする分野においての向上が

図れるものと考えますが、ご所見を伺います。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、続けて行政として担うべき仕事は減らないけれども、財政あるいは人員の面で様々厳しい状況

が続くということでございまして、まさに議員ご指摘のとおりでございます。その中でも、行政サービ

スをできるだけ低下させないための工夫というのがやはり求められていると思っておりまして、これも

議員ご指摘のとおり例えばデジタル化という方法がありますし、あるいは公民連携というような言い方

でございますけれども、民間のノウハウを活用するという方向があると思っております。それぞれ本町

として、取り組みを既に進めさせていただいてるところでございまして、デジタル化については、ＤＸ

推進計画を取りまとめさせていただきまして、その計画に基づいて、地域通貨moricaの運用ですとか、

生活MaaS、定額タクシーに、今のデジタル技術を活用させていただくという取り組みも進めさせていた

だいております。さらに、これらの取り組みで、行政の仕事がより効率的、あるいは、行政サービスそ

のものが向上できないかということで、こちらについては、ＤＸ推進プロジェクトという庁内のチーム

を立ち上げさせていただきましてですね、月1回、デジタル技術を活用して、いかに行政の効率化を図

っていくかという取り組みについて議論をさせていただいているところでございます。また民間活用と

いう意味では、これはもう、これまで縷々ご説明させていただきました、道の駅周辺の再整備ですとか、

定住促進賃貸住宅の整備においては、ＰＦＩ方式、公民連携による事業を進めさせていただいていると

ころでございます。コストの削減もそうでございますし、民間のノウハウを活用して、より有効な行政

サービスを提供したいということ、さらには、我々ではなかなか確保できない専門人材も、民間の力を

かりて活用させていただく。そういった意味で、こういう取り組みが必要なことであり、また、我々小

さい町だからこそですね、頑張って進めなければならないと思っているところでございます。以上でご

ざいます。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

デジタル化によって、効率を図る取り組みについては、もう既にいろいろと工夫をされていることだ

と思います。一歩ずつ着実に進めていっていただきたいなと感じております。公民連携ということで、

ＰＦＩのお話が出ましたが、ＰＦＩの手法について今後の課題として、事業者に、どこに自由度を持た

せるかがポイントになってくるかなと思います。ここは譲れないといった町としての意向をしっかりと

示していただく必要があると考えています。またですね、開始からのモニタリング、監視機能が重要だ

と考えております。このモニタリングの仕組みをしっかりと整えていくことも重要だと考えております。

また、大型事業の、それとは別にですね、民間に委ねる手法として、例えば、町内特産品開発や販促、

まちづくりプロジェクトなどの立ち上げや、企画において、すばらしい視点やアイデアをお持ちの方が
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町内にもたくさんおられます。そういった方々の取り組みをサポートできる体制づくりの強化を行い、

公民連携を図る必要があるとも考えます。この点についてのご所見を伺います。あわせてですね、町長

からＰＦＩのお話が出ましたので、先ほど申しましたＰＦＩ事業のモニタリングの仕組みについて、現

時点でですね、お考えがございましたらご答弁ください。

〇中本正廣議長

小野副町長。

〇小野直敏副町長

はい、それでは私のほうからＰＦＩ事業に係るモニタリングについてお答えさせてもらいたいと思い

ます。まず、ＰＦＩ事業でございますので、ＳＰＣのほうは、それに係る資金を民間の金融機関から借

入れることになります。まずその時点で、民間金融機関の事業の妥当性、収益性のチェックを受けます。

その次に、これ規模によるんですけども、我々が、そのＳＰＣを求める、ＳＰＣのほうに求める要求水

準の中でですね、例えば、設計、既存施設の解体、建設工事管理、あるいは、開業準備、維持管理、運

営、それぞれの計画書、これ事業の規模によりますけども、その契約書を出していただきまして、一定

のスパン、毎月とか2か月にいっぺんとか、その計画に沿ってやってるかの報告を受けます。これが基

本でございまして、さらにその上で、町独自の検査として、例えば、現場の立入りであったり、急な抜

き打ちであったり、難しいとこでは機器を持ち込んでの検査等もいろいろ考えるとこであります。これ

実際にもう工事が始まる段階になるとですね、そういったことを含めてですね、我々は検討していきた

いというふうに考えております。以上です。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、モニタリングについての話は今、副町長から説明したとおりでございますが、改めてですね、

公民連携というふうにあえて最近言ってるから注目を集めてますが、民間事業者との連携ってのは昔か

らあったと思うんですね。ただ、最近のこの考え方の違いというのは、そうは言いながら今までは、お

金を出す公共として言ったことは必ずやってくれと、それについて仕事を請け負うという形ですから、

自由度がないかわりに、言うことはちゃんとやってくださいというそういう、一方的な関係だったと思

うんですけど、最近の公民連携は、ご指摘のように、町としてこれだけはやってくださいねというのは

明示するもののですね、民間の皆さんも、ある意味、業務上の上と下の関係でなくて、パートナーとい

う位置づけになってきてますので、その代わり民間は民間で自由にできるところもある程度ないと、民

間もやりたくないというかですね、おいしくないんですよね。そこら辺のバランスというのがこれから

求められると思っておりまして、お金を出してるからといってですね、町が言っとることばっかりやっ

とったら、お金もうけになりませんので、改めてモニタリング確かに重要なことだと思いますが、その

ときそのときの詳細な取り組みについてはどちらかというとお任せをすると。ただ、町としては、結果

としてこれだけは約束守ってくださいねというそういう関係になるのではないかなというふうに思って

いるというところが、1つちょっとつけ足して話をさせていただければと思います。その上で、あとは

町内のやる気のある皆さん方との連携というか、支援をする取り組みという話がございました。本町で

あれば、それこそ昔からやってるのが、チャレンジされる事業者さんにですね、頑張るビジネスの助成

事業というのを取り組みをさせていただきました。これもまた、それぞれ成果についてはですねしっか

り検証していく必要がありますけれども、ある意味、他の市町があまり真似をされていない独自的な取

り組みだったと思っております。そういう取り組みを引き続き、効果が上がるように進めていくと同時

にですね、それ以外にもまた何か方法があるかどうか、それは我々なりに考えていきたいというふうに

思ってるところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

はい、影井議員。

〇影井伊久美議員

はい、事業の妥当性のチェックなどもあり、町としての監視体制も整えていくということですので、

モニタリングの仕組みについてはですね、ＰＦＩ事業が円滑に、そして、何より住民利益が損なわれる

ような事態に陥らないために、しっかり、さらなる検討を重ねられ、体制を整っていかれることを期待

しております。もう1点の、住民さんのやる気のある住民さんへのサポート体制につきましては、ビジ

ネスの観点だけではなくですね、まちづくり関連の、事業といいますか、そういった団体さんにも、何

かサポートしていけるような体制が組んでいけたらなと思います。そして、その人材の掘り起こしや、
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サポート内容なども協議しながら、いま1度検討を進めていただきたいと申し述べます。こういう思い

の背景にはですね、行政があらゆる仕事を抱え込んで行き詰まるのではなく、1人でも多くの人に関わ

ってもらい、みんなで我が町の将来を考えていくことが重要であると考えております。財政健全化の観

点から、ＰＦＩ事業で、バリュー・フォー・マネーを前面に出すことも重要ではございますが、あらゆ

る場面での人員不足が予想される今、町のことを、ともに考えていける人材も財産であると考えており

ます。そしてですね最後に3つ掲げたんですけど、最後に、将来の町のあり方や、どんな町にしていく

のかといった、そもそもの将来的なビジョンが分かりづらい。長期総合計画を見ても、網羅的であり、

抽象的でもあり、目指す町の方向性が住民との共通認識となっていないことは、先に申し上げたような

ことを推進するに当たっても、課題だと感じております。長期総合計画についてや、予算編成について、

午前中に同僚議員の質問の中でも、縷々説明がございました。長期総合計画の中で、20年後の目指す町

の将来像、これを基本方針で示し、町長の任期である4年間の目標を重点施策で示し、毎年の予算編成

の中で、重点事業計画を示していく。この計画策定に当たり、幅広く、住民の意見を募っていくとのこ

とでした。この構成で、長期総合計画を組立てていくことで、住民にとっても分かりやすい町の将来像

が描けるのではないかと期待をいたしているところでございます。また、町長の20年後の夢として、人

口減少がとまっている状態や、心と体の癒やし担当の町なども挙げられました。ですので、この点に関

しましては同様の質問となりますので、割愛をさせていただき、この掲げた3点以外でですね、町長が

今すぐ取り組むべきと感じていることがあれば伺います。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、それ以外ということで、ご質問いただきました。午前中にお話をしたところが今の、今の段階

で言える話かなと思っております。まだ、表現についてはもう少しいろいろ考える必要があるかなとい

うことが1つと、実は豊かさあふれつながり広がる安芸太田というのはやはり、ちょっと抽象的である

というような話というのはいろんな場面でもお聞きするところでございます。実は何て言うんでしょう

か、目指す町の将来像ですね。やはり多くの施策の共通項をキャッチコピー的にあらわしているという

こともあるのでですね、どの政策に通じるものとか、あるいは分かりやすいといってしまうと、なかな

かやっぱり自治体的に差ができにくくなるというかですね、いうふうに感じるのと、目指す町の将来像

の中身なんですが、結局どの基礎自治体であれ、町民さんあるいは市民が安全安心に暮らしていけると、

それぞれが幸せになってもらうというのは、どこも共通する課題だと思うし、それは究極の目標だと思

うんですよね。そういう意味では、各市町によって、何ていうか、そこを目指すところが変わるわけで

はないと思っておりますので、それをどう具体的に達成するか。例えばその手段を我々はこだわります

よとか、あるいは、いろんな分野があるけれどもうちは特にこの分野を重点的にやりますよというか、

目標が違うよりも目標に向かってどういうルートをたどるかということが、実は各市町ごとに、それぞ

れ特徴が出てくるのかなぁと思っておりますので、その話を実は長期総合計画の中では議論をしていき

たいなというふうに思っているところでございまして、改めて、今お話をしたようなところを念頭に、

具体的に今すぐに何か取り組むということは、午前中お話をしました、まずは、その議論の土台となる

ですね、町民の皆さんの思いについて、前回の長計でも、とらせていただいたアンケートをやはり今回

もとらせていただく、そのことによって、経年変化も分かるような形でですね、議論の基盤になるよう

なデータをまずは、まとめていきたいと思ってるところですが、それ以降については、今後のまた議論

の中で、しっかりと、皆さんとともに議論を交わしていきたいと思っているところでございます。以上

です。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

はい、町長のお考えよく分かりました。ではですね、続いての質問、4項目めの財政調整基金の適正

規模についてお伺いいたします。中期財政運営方針にも明記されているとおり、適正規模として、10億

円をキープするとあります。人口動態の変化により、この適正規模というのは変動するかと思われます

が、有事の際、どのくらいの費用を要するのか。また、基金残高が、最低限その額を上回る必要がある

と考えます。そしてですね言うまでもなく、自然災害や不測の事態に陥ったとき、お金があるないにか

かわらず、迅速に対応しなければなりません。災害救助法の適用となれば、後に特別交付税や県からの

負担金などが見込まれるとは思いますが、災害が起きてすぐに適用とはならないと思います。災害発生
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時の救命、救助、救援、避難所開設など、初動体制を整えるための費用を、また、当座の住民の生活を

支えるための費用が必要となってきます。10億円という数字は、被害想定や災害査定など、根拠を持っ

て、算出されているのかといったことをお伺いいたします。

〇中本正廣議長

郷田総務課長補佐。

〇郷田亮総務課課長補佐

はい、財政調整基金の適正規模ということでご質問いただきました。議員ご指摘のとおり中期財政方

針につきましては今後の厳しい財政状況下でありますとか、大規模災害リスクへの備えとして財政調整

基金を最低10億円以上維持するというふうに明記をさせて、その目標設定に向けて運営させていただい

ております。この大規模災害などの予期せぬ事態が発生した場合なんですけれども、発災時の初期対応

ということで、一般的には財政調整基金については標準財政規模の10％から20％が適当だと、適正だと

いうふうに言われておりまして本町の標準財政規模につきましては50億円程度でありまして、10億円に

つきましては、20％に当たるといったところで、この金額で位置づけをさせていただいておるとこでご

ざいます。大規模災害に限って言いますと本格的な復興対応には、先ほどありましたとおり災害救助法

という適用がございます。そういったものを国等へ支援要請をさせてもらいながらそういったものを可

能になってくるといったことがございますので、最低限初期対応費用だけでも独自で確保するといった

ことを基本としております。それにあわせまして、本町におきましては大型事業への対応等、中期計画

のときには想定してなかった出費も想定していくことになりますけれども、それも含めまして、基金の

適正規模については、引き続き検討するべきだというふうに考えておるとこでございます。以上でござ

います。

〇中本正廣議長

影井委員。

〇影井伊久美議員

きちんと検証された上での算出となっているようですので、安心をしております。有事の際ですね、

対応に専念していくためにも、財政の備えは必須でございます。今後は大型事業が控えておりますので、

ボーダーラインを下回らないよう、しっかりとキープしていただくよう努められたいと申し述べます。

また、質問の冒頭にも述べました、令和4年度は基金の取崩しもなく、加えて将来負担比率の改善もあ

り、安定した財政運営であるやに見られますが、決して楽観視できる状況ではないと感じております。

大型事業が控える中、多額の起債償還もあり、厳しい財政状況ではございますが、しかしながら、萎縮

していても発展は望めません。投資することがあるたびに、減債基金へ計画的に積み上げていくことで、

住民、特にですね将来世代の安心感が得られるのではないかと考えますが、財政調整基金と減債基金の

バランスについてはどのようなお考えがございますでしょうか。答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、財政調整基金と減債基金のバランスについてご質問いただきました。恐らくは同じ2つの基金

でありますけれども、減債基金のほうは町債の償還にのみ使われるということで、減債基金のほうに積

み上げたほうがより将来世代への、安心の確保につながると、いうことからのご趣旨だと思っておりま

す。ご指摘ごもっともと思いながら、本町においてはですね、そうは言いながらも、正直、なかなか財

政的な余裕がないということで、どちらかというと、減債基金、将来の将来の支払いへの確保というこ

とも含めて財政調整基金を主に使わせていただいているところでございます。県のほうでもどうも、財

政調整基金と減債基金のほうはですね余り区別せずに運用されているようには聞いております。我々と

してももちろん、将来の負担のことを見越しながらもですね、運用上はやはり使い勝手がいい財政調整

基金をベースに使わせていただいているところでございまして、余裕があればそういったことも対応し

たいと思いながらですね、今後引き続きバランスについては、適宜考えていかなければならない問題だ

と思ってるとこでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

はい、考え方には、考え方については理解をいたしました。しかしですね、貯金が目減りしていくと

いったことに対して、住民が将来への不安を募らせるのは当然のことだと思います。借金返済という将



- 41 -

来への負担について、分かりやすい形をもって財政運営の工夫をされたいと申し添え、次の質問に移り

ます。最後になりますが、5項目めの事業の選択と集中について。行政では、あらゆる事業をこなさな

いでなければいけない以上、ある程度網羅的な予算配分となるのは理解ができます。しかしながらです

ね、3項目めでも挙げました、長期的な視点を明確に持って、どこにブレーキをかけ、どこにアクセル

を踏んでいくのかを、これを共有し、限られた財源ではありますので、これを有効に充てていく必要が

あると考えております。その限られた財源も、ちょっとビジョンが網羅的、絞り切れていない感がある

ので、網羅的な配分となっているのではないでしょうか。またですね、勝負をかけた事業であれば、

ハードはもちろんですが、徹底的にソフトも注力していくべきでありますが、財政状況が厳しいといっ

たこともありましょうし、難しいことではございますが、現状特にソフト事業において、消極的な事業

の選択と集中になりがちではないでしょうか。例えばですね道の駅再整備事業、事業計画では、食、特

産品、情報の提供が軸となるという分析がなされており、明記されておりました。今年度12月から公募

される小規模農業者認定制度、これについては農産物の確保をする観点から、一歩進んだ大変重要な取

り組みであると評価をいたします。しかしですね、本町の食、特産品といった部分では、まだまだ取組

強化の必要性を感じております。加工品いわゆるお土産物の品数を増やすためにはどうすればよいか。

飲食店が持続可能な営業を続けていくためにはどんな工夫がいるか。こういったことにもアプローチし

ていかなければならないと思います。またですね、先ほどの同僚議員の質問の中にもありました、人口

減少対策、これにおいても年間出生数が10人程度の町で、保育園、こども園に待機児童が出るようなこ

とでは、ほかにしている子育て支援、移住定住支援、こういった事業もかすんでくると思います。職員

確保も大変だということですが、様々工夫しなければいけない状況ではないでしょうか。またですね午

前中の質問で、次年度においても最優先課題は、最優先とすることは、人口減少対策である。こういう

ふうにおっしゃられて、できることは何でもするといった町長の意気込みも伺ったところですが、おっ

しゃるとおり、注力すべきはどこか、これを見極めてですね、思い切った事業の選択と集中が必要と思

われますが、この点について、町長はどのようにお考えであるか、答弁を求めます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、事業についての選択と集中ということでご質問いただきました。思い切った選択と集中、めり

はりのきいた予算編成、我々も毎年度の予算編成においてはですね、そういったことをテーマに、取り

組みをさせていただいているつもりではございます。その結果が今の状況でございますが、さらに、め

り張りをつけるべきではないかというご指摘でもあろうかと思います。これも、質問の中にいただきま

した、強調するところは設定できてもですね、これはやらないと、あるいはこれは切るという選択とい

うのはやはりなかなか、行政としてはしにくい選択かなぁということをこの4年間仕事をしながら感じ

ているところでございます。いくら該当者が少なくてもですね、それがやっぱりどうしても必要な方々

もやっぱり一定おられる中で、最低限のいろんな生活も含めた、取り組みをしようと思えばですね、あ

る意味、経済性抜きにしてやらなければいけないこともあるというのは、もう説明するまでもないと思

っております。そういった状況がありながらも、より、めりはりをつけた予算編成、施策展開をするべ

きだというふうに、ご指摘をいただいたものと受け止めて、また引き続き、予算編成あるいはこれから

の事業もそうですし、あるいは、長期計画、新しい長期計画の中でもですね、そういった議論というの

は当然行われていくものと思っておりますので、あらゆる分野で議員のご指摘も念頭に置きながら、取

り組みを進めていきたいというふうに思ってるところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

影井議員。

〇影井伊久美議員

町長のご意向もしっかりと確認できました。限られた財源でございますので、使い道は自治体として

の工夫が試されるところであります。また、事業の選択と集中に当たり、アクセルとブレーキを間違え

ないよう努めていただきたいと申し述べ、私の一般質問を結びます。

〇中本正廣議長

以上で7番、影井伊久美議員の一般質問を終わります。3時35分まで休憩といたします。

休憩 午後３時２６分

再開  午後３時３５分
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○中本正廣議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

（「議長、5番、末田」の声あり）

はい、5番、末田健治議員。

〇末田健治議員

はい、5番、末田健治でございます。本日は、私が最後でございますので、時候の挨拶はもう抜きに

して始めたいと思いますが、感想だけ言いますと、今年の秋はですねやはりちょっと暖冬傾向で、私の

感覚では入込の人がちょっと少なかったんかなという気はいたしますが、その辺は菅田課長が敏感に把

握するとされておると思いますが、別にここで質問するわけでございませんので、はい、また今後に委

ねたいと思いますが。はい、ではまず、私が今回通告しております、1番目の加計スマートＩＣ事業化

決定に係る今後の活性化対策についてでございます。以下の質問については一問一答方式で進めさせて

いただきます。国土交通省は、インターチェンジの整備について、全国で4か所の事業化を決定しまし

て、9月8日、公表しました。加計スマートＩＣは令和4年9月に新規事業、新規準備段階着手箇所に決定

していたところでございます。橋本町長の再三にわたる、国土交通省への陳情の成果でもあります。本

事業は、事業費的にも、大変大きく、事業効果はもちろん、また経済効果も、期待ができるところであ

ります。同時に、地域活性化も期待ができるものと考えるところでございます。そこで以下の点につい

て質問をいたします。しかし事業化決定後、間がないということもありますので事業の具体化について

は、これからだと思われますので、答弁については、これまでの概要についてお知らせをいただければ

と思います。まず最初の質問でございますが、今後の整備スケジュールについて、1点目伺います。

〇中本正廣議長

はい、木本参事。

〇木本英哲参事

はい、加計スマートインターチェンジの今後のスケジュールということで質問いただきました。先ほ

ど末田議員もおっしゃったように、9月に、事業許可を受けてですね、今年度は、西日本高速道路株式

会社とフルインター事業に関する基本協定を交わす必要がありまして、12月中に締結するよう準備をし

ております。その後、来年度以降になりますけども、地質調査であるとか、フルインター構造の詳細設

計などを行う予定でありまして、その後、用地買収などの各種調整にも進めることとなっております。

以上です。

〇中本正廣議長

末田議員。

〇末田健治議員

はい、スケジュールについては伺いました。2番目でございます。通行車両の増加に伴います、国道

への連絡道路でございます町道津浪巡回線の拡幅が必要ではないかというふうに考えておりますが、そ

の辺の具体的なお考えについて伺います。

〇中本正廣議長

木本参事。

〇木本英哲参事

はい、あわせて車両の増加に伴う町道拡幅についてのご質問ですが、こちらにつきましてはですね、

国道191号までのアクセス道路となっております町道津浪巡回線、こちらの安全性、利便性を向上させ

るためにですね、広島県のほうにも、今少し相談をさせていただいておりまして、道路拡幅の検討を行

っております。9月の29日付けでですね、広島県とも、協定及び覚書を交わしたところでして、この検

討について広島県の協力を受けながら、やっていくように考えております。また、町道イロハ線も、影

響するとこがありますので、こちらにつきましても、こちらの料金所までの区間とかですね、加計ス

マートインター事業に含めまして、拡幅を検討したいと思っております。以上です。

〇中本正廣議長

はい、末田健治議員。

〇末田健治議員

現状においてはご承知のように、大型車両が離合する際に現状ではちょっと難しい箇所があります。

今後においては上流側から回っていわゆる乗り込みあるいは降りるという形ができると思うんですけれ

ども、そこまでの区間が非常に狭い上に、しかも勾配もありますんで、その辺の安全のためにはですね、
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十分な道路幅を確保して、そういう計画で進められるようにこれは、これについては、申し添えておき

ます。次にですね、地域資源を活かした観光振興について伺います。従来ですと朝晩の通勤者の利用、

あるいは観光の利用もございますが、通勤者の方が非常に現状においては多いということがございます。

特に冬場においては、国道191号線が凍結なり、する場合にはですね、やはり一番安全な、飯室、広島

北からの利用の方が非常に多いという、数字でも残っておると思いますが、今後においてはやはり、観

光においてもですね、フルインター化による効果が期待できると思いますんでその辺の考え方について

伺います。

〇中本正廣議長

はい、木本参事。

〇木本英哲参事

はい、観光振興策についてのご質問です。こちらにつきましてもですね、加計スマートインターチェ

ンジの、国道191号に降りたところにはぷらっとホームつなみもございます。そういった観光振興策と

しましては、近くに流れる太田川を活用したような、振興施策と思うんですね。今後、ぷらっとホーム

つなみとも連携しながら、検討したいと考えております。このほかにも、フルインター供用後には、町

内にはもう戸河内インターチェンジもございまして、そういった、2つのインターチェンジを使いまし

て、町内の地域資源をめぐる周遊ルートを作成するなど、それからＰＲ活動、こういったことでですね

観光振興策にも取り組みたいと考えているところでございます。以上です。

〇中本正廣議長

はい、末田議員。

〇末田健治議員

ご承知のように国道191号との合流点手前にはですね、加計商店街へという看板も整備をされておる

んですけども、この効果が本当にどうなんかなという気はするわけですけれども、そうなりますと商店

街への誘導等も、今後においては図る必要もあるんではないかと思いますんで、後ほど、この点につい

て伺います。次にはですね、観光振興と同時に、地域の振興ということも、十分効果が期待ができると

思います。今現在利用されている方は、降り口のところに車を停めて、バスなどで利用された場合はで

すねそこで車に乗車して帰られるということで、上下流側からですねやはり利用されている方が非常に

多いというふうに感じておるわけですね。そういう意味での、今後、学生さんのバスの利用も含めてあ

るんですが、ほとんどが、バスが到着したときにはですね親御さんが迎えに来ておられるという実態も

ございますんで、あわせて、地域の振興をですね、今後についてどのように、高めていくかということ

について伺います。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

はい、地域振興策について、ご質問いただきました。この質問に関連しましてですね、この加計ス

マートインターチェンジ、フルインター化については、末田議員ももちろん私の就任直後から、議会で

取上げていただいておりましたけれども、そうした議員の熱心な取り組みに加えましてですね、私自身

も相当陳情させていただいたところでございますが、その都度議長にもご同行いただいておりましたし、

また議員各位にもですね活発に動いていただきまして、行政と議会が同じ思いで動いているということ

をやっぱりしっかりとアピールできたのがですね、この事業化につながったものというふうに思ってお

りまして改めて皆様には感謝を申し上げたいと思ってるところでございます。その上で、インターチェ

ンジの、この活用について、まずは緊急時の対応ということで、取り組みをさせていただきましたが、

地域振興につなげていくということはこれ特に本町、それから地域にとって大変重要な視点だというふ

うに思っております。その振興策の具体的な中身としては、これ今、議員ご指摘いただいたまずは観光

分野ということで、我々も考えているところでございまして、津浪地区や加計地区のみならずですね、

町全体の周遊につなげていきたいということは、今、参事が答弁したとおりでございます。加えて、私

としてさらにつけ加えさせていただきますと、産業面での、活用というのも重要と考えておりまして、

とりわけ今の加計スマートインターチェンジの周辺はですね、戸河内インターチェンジ周辺以上に大き

な平地が確保しやすい環境にあるのではないかなと感じているところでございまして、休耕地も含めた

ですね、周辺土地に企業を誘致する取り組みなどについてはですね、今後、私としても積極的に動いて

いきたいと考えているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長
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はい、末田議員。

〇末田健治議員

はい、ただいま町長のほうから、地域振興策についての考え方を伺いました。企業誘致ということも

ございました。以前附地のところにトラックターミナルというふうなことも聞いたこともございますが、

山口方面への乗り降りがその時点ではできないということで、企業としてはそれはマイナス要因として

とらえられ、進出は断念されたというふうなことも、うわさですよ、うわさとして聞いたことがござい

ますが、今後はやはり、機能的には十分、機能していくわけでございますので、企業誘致を含めた取り

組みというのはですね、大変、地域振興策としても重要になってくると思います。またその関連する土

地もですね、十分ではなくても、ある程度の土地もございますので、農業振興の観点からいえば農業振

興して欲しいいうこともあるんですが、そういった土地も活用いただいて、可能な限り地域振興策、あ

るいは企業誘致等に取り組んでいただければというふうに思っております。最後このスマートＩＣの事

業化決定に係る質問の最後でございますが、国道191号線合流点の箇所において、どこでもそうであり

ますように、観光、大型の観光案内看板、こういったことも今後必要になってくるんじゃないかなとい

うふうに思いますけどこの辺の考え方について伺います。

〇中本正廣議長

木本参事。

〇木本英哲参事

はい、観光案内看板ということでご質問でした。現在国道191号交差点にはですね、温井ダムを含め

た、5か所の観光施設を表示しました案内看板がですね、イラストといいますかピクト表示、合わせて

紹介させてもらっておりますし、先ほど議員が言われた、加計商店街への看板なんかもありました。そ

ういったところをですね、ありますがご指摘を踏まえまして、今後どのような観光案内看板が必要にな

ってくるか。こういったところはまたご意見をいただきながら、調整したいと思っております。ですが、

案内看板もですね、乱立するとかえって景観を損なうというようなこともありますので、その点も留意

しながら、検討を進めたいと考えております。以上です。

〇中本正廣議長

末田議員。

〇末田健治議員

今後においてはですね地区協議会等で、事業のその具体化が図っていかれるというふうに思いますし、

今答弁いただいたような、案内看板等、あるいは、道路の拡幅、安全対策上の措置ですね、そういった

ことが、十分考えられるわけでございます。いずれにしても、このスマートＩＣがフルインター化によ

ります、事業効果をより高めるためには、今後十分にその整備について協議をいただいた上で、十二分

といえば、費用がかかり過ぎるということもありますんで、一定程度の機能を有する施設として整備を

されることを期待をしておりますし、何よりこのフルインター化によって地域の活性化が、図れていく

と。そういった機能が十分に保たれるということをですね、特に期待をして、この質問については終わ

っていきます。続きまして通告しております、2番目の、森のようちえん構想の進捗についてでござい

ます。安芸太田町の人口の現状は少子高齢化による人口減少が続いています。将来的には、3,000人台

になるというふうに見込まれております。とりわけ、少子化による影響として、さらなる学校統合など

も、視野に入れざるを得ないと予測もされます。少子化は教育環境にも、そういった意味で大きな影響

が出ると思われます。一例として、加計高校では既に、野球部員の不足により、単独チームでは、県の

大会に出場できないという事態が続いております。こういったことはですね、学生の募集にも大きな影

響も出てくるんではないかなというふうに思うわけであります。また、当地域の伝統芸能でございます

神楽も、後継者がいなくなるというふうな事態にもなります。そうなりますと、消滅というふうな危険

信号とも言えます。町として町長先頭に、移住対策を最優先課題として取り組んでいただいております

が、次代を担う児童数の増を図る施策の展開が最も優先課題と思われます。これから質問いたします。

森のようちえんについて自分自身、知見も知識も見識もありませんので、とんちんかんな部分もあるか

と思いますが斟酌をして答弁をいただければというふうに思います。そこでまず、質問の1点目でござ

いますが、森のようちえん構想は町長の公約でもあります。多様な教育環境を求める保護者、住民の

ニーズに沿う施策かと思います。まず、これまでの取組状況と展望について伺います。

〇中本正廣議長

はい、園田教育次長。

〇園田哲也教育次長
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はい、少子化対策の観点からの森のようちえんの構想のご質問でございます。まず、森のようちえん

に関します取組状況と展望についてでございますが、森のようちえんの構想につきましては、これまで

の取組状況につきましては、まず、令和2年度に、住民も対象といたしました、職員研修会に、森のよ

うちえん実践者を招き、講演をいただき、まず、理解を深めたところでございます。また引き続き、合

わせまして、現在、町長の諮問であります教育大綱の策定をしております、安芸太田町教育のあり方懇

話会の委員で、森のようちえんを運営しておられる内田幸一委員に、保育所、認定こども園に、訪問い

ただき、施設の現状をご覧いただくとともに、園所長と意見交換の場を設けて、取り組みにおいて、

様々なご示唆をいただいたところでございます。教育委員会、保育所、こども園における個々の取り組

みにつきましては、昨年度に教育委員会の職員、保育士による森のようちえんの現地の研修を行ってい

るところでございます。本年度も引き続き現地研修を予定しておりますが、日程については、現在保育

士不足とか、そういうこともありまして調整をしているところでございます。あわせて、コロナも、5

類になりまして、各園所で、町内の各地域に出向き、自然体験を行うための予算を措置し、各施設で工

夫して、子どもが地域の自然に触れ、保育活動ができる機会を設けているところでございます。展望に

つきましては、保護者意識の多様化により、森のようちえん事業に対する一定のニーズはあるものと思

われておりますが、森のようちえんそのものを、現在の本町の公共施設において、行うことについては、

様々な点もあり、難しい面も感じているところでございます。今後におきましては、現在の施設におき

まして、これまで以上に地域の自然を取り入れた保育、教育を進めるとともに、あわせて民間事業のノ

ウハウのもと、本町においてどのような森のようちえん事業が可能であるか、引き続き調査、研究を続

けていることとしているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

末田議員。

〇末田健治議員

はい、これまでのところでは職員研修やあるいは先進地の現地研修ですか。こういったことを取り組

みをされてきております。そういう中で一朝一夕に導入ができるという状況でもないということも今答

弁がございましたが、それではですね森のようちえんが多様性の教育と言われる所以は何でしょうか。

ご答弁があればお願いします。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、森のようちえんの多様性の所以と言われるところでございます。森のようちえんは、自然体験

を基軸にした保育、幼児教育でございます。森、川、畑、自然公園などで、子どもが主体的な体験を通

じて、自然、人、社会と調和しながら生きていく力を育むものだと考えております。子どもたちがお互

いに助け合い、状況を判断して行動することなどを通じてですね、多様な社会と、協調できる力を伸ば

していく。他者を尊重する多様性の理解が深まるものだと理解をしているところでございます。一方で、

自然にですね、子どもたちを放任すれば、多様性の理解が生まれるというものではなく、時には、保育

者が狙いを持って、様々なものを仕掛け、子どもの主体性を育てるという必要があると考えております。

本町の保育所、認定こども園におきましては、様々な場面において、保育者が、子どもの主体性を育て

るための保育、教育に取り組んでいるところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

末田議員。

〇末田健治議員

自然体験を通した、その教育によって、力を伸ばしていくという答弁がございました。森のようちえ

んとは自然体験活動を基軸にした子育て・保育・乳児・幼児教育の総称と言われますが、ルポ森のよう

ちえんの著作者でございます、おおたとしまささんという方が書かれた本によりますと、植物と違って

人間には足があって、自分で環境を選べるように思われているけど、幼児期には、大人が選んだ環境に

置かれることになる。そのときに、人間がつくった、画一的な環境ではなく、多様で揺らぎがある。自

然環境の中でなら、いろんな種が、自分に合う場所を見つけて芽を出しやすい。ここに森のようちえん

で学ぶことの神髄があるのではというふうに思います。このことについて見解をお聞かせください。ま

た森のようちえんにおける、設立に基準というのはあるのでしょうか。伺います。

〇中本正廣議長

園田教育次長。
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〇園田哲也教育次長

はい、ただいまご質問いただきましたルポ森のようちえんにつきまして、今回の末田議員のですね、

ご質問を受けまして、私のほうも、先日ちょっと買って読んだところでございます。森のようちえんの

ですね、学ぶことということでございますけど、自然はですね四季、天候など、様々な状況により、全

く同じものはございません。この自然環境の中で保育・教育を行うことはですね、様々な感受性を豊か

にし、多様な意識を持った子どもたちが育っていくのではと思われております。また、通常の保育所・

こども園においてもですね、身近で小さな自然を楽しみ、森のようちえん的視点を持った保育・教育を

行っていくことは大事だと考えております。あわせて森のようちえんの設置の基準というものでござい

ますけど、様々な全国的にですね、森のようちえんにおいては、体制をとっているところでございます。

現在本町で行っております、保育所、また認定こども園でですね、森のようちえんをしているところも

あれば、認可外の保育施設でですね、この森のようちえん的なところをやって、国とか県とか町村ので

すね、支援を受けているところもあります。また、全くそういうような認可外保育とは違ってですね、

個人で、思いで設立をされたような施設も様々ございますので、基本的に森のようちえんをする設置の

基準というのはですね、様々あって、それぞれによってですね、いろんな要件があるというふうに多様

化のところが考えられますので、基本的には、例えば1人で、保護者の方が自分の子どもを見たいとい

う形で、数人で集まってやるというところもですね、森のようちえんの1つではないかというふうに言

われているところでございます。以上でございます。

〇中本正廣議長

橋本町長。

〇橋本博明町長

見解ということだったので私からも一言。結局、今教育委員会からもお話をさせていただきましたが、

森のようちえんというのは森のようちえんっていうのはこういうものだというのが確立しているわけで

はないというかですね、やっぱり、担っておられる方々によって受け止め方も違いますし、それによっ

て、実際の中でされてることも、かなり違いがあるんだろうと思っております。実際、内田先生、来て

いただいてる内田先生からもですね、森を使うから森のようちえんじゃない、森を使うことが条件じゃ

ないんだというご指摘もありました。そういった意味では、神髄というか、その森のようちえんが結局

何かということがそれぞれの受け止め方によって違うと。今のおおたとしまささんのような受け止め方

もあるんでしょうし、私自身はやはり、最近思うのはですね、教えない教育というのも重要だなという

のを感じておりまして、ここで幼児期には大人が選んだ環境に置かれるというふうに書いてありますが

やはり幼児期はなかなか子どもさん本人が選ぶ機会がないからこそ、大人が環境を整えてあげたりする

んですけれども、それがやはり、例えば、森のようちえんでは、むしろ子どもの主体性というか、子ど

もが何をしたいのかというのをやっぱり重要視されているところが強いと。そうすると、森はあまり関

係ないんですね。だけれども一方で、森には森のよさがあって、感受性を刺激するという意味では、教

室内での教育よりはよほど子どもの感受性を揺さぶる要因もあるのかなぁというふうに感じているとこ

ろでございます。そういう中で本町としてはどういう取り組みをするのかということをやっぱり求めら

れているところだと思いますし、公立だからこそできること、できないことがある中で、やはりしっか

り時間をかけて議論していかなければならないなと思っているところでもございます。ちなみに、そう

は言いながらもですね、既に今の現場の先生方も、様々な取り組みは始めていただいておりまして、筒

賀の保育園については、月1回、龍頭峡に出かけていって、遠足に近い形でですね、自然と触れ合う機

会をもう既につくっていただいておる取り組みもございますし、先般、その取り組みに、こども園とご

うちの子どもさん方も合流するような取り組みは始めていただいているところでございまして、先ほど

から幼稚園、それから保育園、それぞれ先生方を取り巻く環境大変厳しいという話は続いてるんですが、

その中でも、この森のようちえん、私が話をしたことをきっかけにですね、それぞれの中で、できるこ

とはいろいろ工夫をしているところは工夫していただいてるところは、ご理解をいただきながらご紹介

をさせていただければなというふうに思っております。以上でございます。

〇中本正廣議長

はい、末田議員。

〇末田健治議員

はい、今町長の答弁にもありましたように、森の中でやるから森のようちえんではなくて、都会の中

でも、ある意味ではそれはできるんだという、おおたとしまささんもそのように書かれているわけです

よね。要は子どもの自主性、主体性というのをどのように、目を出させていくか、その個人個人に合わ
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せて伸ばしていくかということが、このおおたさんも言われておるし、森のようちえんの神髄というの

はそこにまさにあるんじゃないかなというふうに思うわけであります。そういった意味では、別に森の

中へ行かなくても本当の意味の森のようちえんの取り組みというのは、できるんじゃないかなというこ

ともあります。しかしそうは言いながら、せっかくの安芸太田町には、自然がいっぱいあるわけでござ

いますので、それを活かした取り組みいうのがですね、すごく大事になってくるんじゃないかなと思い

ます。もう1つ例を挙げますと、同じ森に行っても、子どもたちが棒をひらって遊び出す。そこに親御

さんも一緒について行かれておる。子どもたちが棒を持つと危ないからやめなさいとか、それはあと置

いといて行きなさいとかですね、そういうふうにどうしても口を出してしまうというふうなことがある

ようでありまして、できるだけそこを親の目とか保護者の目とか、それをいかに実勢を保ちながら、本

当に子どもたちで、物事に対処できる力をつける、そういったことが、森のようちえんのその狙いかと

いうふうに思っておるわけでございます。仮定の話でもう1点だけ質問させていただきますが、森のよ

うちえんで育った子どもの小学生中学生の、学力について、これはどうなるんかという心配も、保護者

の中にはあるように思うんですけども、この点についてはどのようにお考えでしょうか。

〇中本正廣議長

園田教育次長。

〇園田哲也教育次長

はい、森のようちえんで育った子どもたちの小中学校での学力というところでのご心配でございます。

森のようちえんにおける小中学校での学力の心配ですが、基本就学前の学びとは、遊びでございます。

子どもたちは遊びの中で学んでいきます。ただ、ただしですね、自然、先ほど申しましたように、ただ

遊ばしておくだけでなくてですね、保育者が意図を持って様々な状況をつくり出し、そこから子どもた

ちが葛藤し、様々な問題を解決をする。またそれによって、主体性を身につけることが、小学校以降の

ですね、学びの基礎となっていくというふうに考えられております。このようなことは、幼稚園の教育

要領、保育所の保育指針でも、保護者と保育所の緊密な連携のもとに、乳幼児期に就学前の保育、教育

活動を通じて、小学校就学時までに育ってほしい姿が、個別に述べられているところでございます。こ

のような基本的な考えのもとですね、森のようちえん事業が運営されているのであればですね、そこに

通ったことが原因で、就学時以降のですね、学力が劣るということは考えていないところでございます。

以上でございます。

〇中本正廣議長

はい、末田議員。

〇末田健治議員

はい、まさに私もそうだというふうに思いますし、森のようちえんで、やはり、自己を高めていく、

自分を高める、ということを、経験をした子どもは、その後の学校教育においても、急激にといいます

か、本来の持ってる力を発揮できるものがその幼児期の間に、やはり体験を通してやっぱりそれが、芽

として育っていくということがあるようでありますんで、私はあくまでも本を読んだ限りであります。

私が長年研究してきたわけでもありませんので、読んだことを述べているだけなんですが、そういった

意味で、森のようちえんは子どもたちを伸ばしていく、その非常に大きな力になる。そういう意味で、

少子化のこの安芸太田町において、大変有益な取り組みであるというふうに私は思っておりますし、そ

ういった意味で、ぜひ実現してほしいと思います。しかしまだ、実現までには課題も大変多いと思いま

すけれども、ニーズも逆に高いのではないかというふうに思っておりますので、ぜひ実現に向け、さら

なる町長の取り組みを期待をいたしまして、この質問を終わります。最後でございます。国道191号線

沿いの支障木の撤去についてでございます。国道191号線は安芸太田町に通勤や観光に多く利用されて

おります。とりわけ大型の観光バスを利用しての来訪者も多くあります。その際に支障となるのが、山

側からのびております枝葉でございます。バスの高さは小型を除いて、大型のバスは3.8ｍあるそうで

ございますが、左に寄りますと、屋根をたたくのはもちろん、大型車同士が擦れ違う場合はですね、ど

うしても左へセンターラインをはみ出してはいけませんので左によりますと今度は、窓側までたたくそ

うですね。そうするとどうしても、かなり走行がしづらいというふうに聞いております。特に、その中

でも影響のある箇所は、広島市の追先から飯室の区間が顕著と言われております。しかし町の町域では

ありませんし、管轄外でありますんで、町が直接関与することはできませんが、観光振興を図る町とし

ては、県と連携して、改善されるように、ぜひ、要望されたいと思いますが、現状についてのことを伺

います。

〇中本正廣議長
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はい、武田建設課長。

〇武田雄二建設課長

はい。国道191号沿いの支障木の撤去についてご質問いただきました。まず、この管理区間でござい

ますけど、国道191号は、安芸太田町内は、広島県西部建設事務所安芸太田支所が管理を行われており

ます。広島市との境となる、追先より下流につきましては、広島市安佐北区安佐北区役所が管理をされ

ております。ご指摘の区間に関しまして、管理者であります広島市安佐北区役所に確認をいたしました

ところ、小河内地区からコムズの間におきまして、国道191号と並行している旧可部線、ＪＲ敷地の廃

線敷より、生えている樹木につきまして、国道191号の通行に少なからず支障があるということで、廃

線敷地の管理者であります広島市が11月中旬から支障木の伐採を実施されております。また、同区間に

おきまして、太田河川敷より繁茂いたしております樹木についても、交通に支障となる樹木の伐採を予

定しております。こちらは12月末までに完了すると情報をいただいております。それ以外の区間で、現

時点では、特に交通に支障となっている樹木はなく、伐採の予定はないと確認をしております。今後に

おきましては、交通の支障となる樹木が判明した場合に、その都度対応されると確認をしております。

以上です。

〇中本正廣議長

末田議員。

〇末田健治議員

ＪＲ敷地については市の持ち物で、伐採することは見やすいんじゃないかなと思うんですが、それ以

外については、民地になっとるんで、これで恐らくなかなか伐採いうところまでが難しいかなというふ

うに思います。しかしですね、安芸太田町へバス等で来られる方は、どっからが広島市で、こっから先

が安芸太田町いうのは全く認識はされませんし、あっこが難しかったよのうという印象だけは残ると思

うんですよね。そういう意味で、ＪＲ敷地部分については伐採が進んでおるのは私も承知していますが、

それ以外のところが、まだまだ残っている、難しいところがあるというふうに思いますんで、もうこの

この点については、さらに安佐北区役所が管轄ということでございますので、観光バス等の支障に、運

行に支障があるし、住民の方からも声が出ているということを再度お伝えをいただいて、安芸太田町に

上ってくれば、太田川もよく見え、そして走っても安心感があるというふうに思っていただけるような、

道づくりをね、環境を整備をしていただきたいということを申し添えまして、私の質問を終わりますの

で、はい。よろしくお願いします。

〇中本正廣議長

以上で、5番、末田健治議員の質問を終わります。お諮りします本日の会議はこの程度にして延会し

たいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めますしたがって本日はこれで延会することに決定しました。本日はこれで延会いたし

ます。

〇河野茂議会事務局長

ご起立願います。一同互礼。

午後４時１８分  延会

                                               


